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※本機器を安全にご使用いただくために
●取扱説明書に対する注意
　１）取扱説明書は、最終ユーザまでお届けいただきますようお願いします。
　２）本製品の操作は、取扱説明書をよく読んで内容を理解したのちに行なって下さい。
　３）取扱説明書は、本製品に含まれる機能詳細を説明するものであり、お客様の特定
　　　目的に適合するものではありません。
　４）取扱説明書の内容の一部または全部を無断で転載、複製することは固くお断りい
　　　たします。
　５）取扱説明書の内容については、将来予告無しに変更することがあります。
　６）取扱説明書の内容については、細心の注意をもって作成しましたが、もし不審な
　　　点や誤り、記載もれなどお気付きのことがありましたら当社営業所・サービスま
　　　たはお買い求めの代理店までご連絡下さい。

●本製品の保護・安全および改善に関する注意
　１）当該製品および当該製品で、制御するシステムの保護・安全のため当該製品を取
　　　扱う際には、取扱説明書の安全に関する指示事項に従って下さい。なお、これら
　　　の指示事項に反する扱いをされた場合は、当社は安全性の保証をいたしません。
　２）本製品を、安全に使用していだたくため取扱説明書に使用するシンボルマークは下記
　　　の通りです。

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、死亡したり、大けがをし
たりするほか、爆発・火災になります。

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、死亡、大けが、爆発、火
災の恐れがあります。

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、けが、物的損害の恐れが
あります。

危険

警告

注意

図記号の意味

記号は、警告（注意を含む）を促す事項を示しています。
の中に具体的な警告内容（左図は感電注意）が描かれています。

記号は、してはいけない行為（禁止事項）を示しています。
の中や近くに具体的禁止内容（左図は一般的禁止）が描かれています。

この記号は、必ずしてほしい行為を示しています。
の中に具体的な指示内容（左図は一般的指示）が描かれています。

●電源が必要な製品について
　１）電源を使用している場合
　　　機器の電源電圧が、供給電源の電圧に合っているか必ず確認した上で本機器の電

源を入れて下さい。
　２）危険地区で使用する場合
　 　「新・工場電気設備防爆指針」に示される爆発性ガス・蒸気の発生する危険雰囲
　　　 気でも使用できる機器がございます（０種場所，１種場所および２種場所に設　
　　　 置）。設置する場所に応じて、本質安全防爆構造・耐圧防爆構造あるいは特殊防
　　　 爆構造の機器を選定して頂きご使用下さい。

　これらの機器は安全性を確認するため、取付・配線・配管など充分な注意が必要
    です。また保守や修理には安全のために制限が加えられております。

　３）外部接続が必要な場合
　保護接地を確実に行なってから、測定する対象や外部制御回路への接続を行なっ
　て下さい。

●製品の返却に関する注意
　　　製品を返却される場合、いかなる事情でも弊社従業員と技術員および取扱いに
　　　関わるすべての関係者の健康と安全に対する危険性を回避するために、適正な
　　　洗浄を行なってください。
　　　返却時には必ず次頁添付「安全 /洗浄確認依頼書」に記入していただき、この
　　　依頼書と製品を必ず一緒にお送りください。
　　　必要事項を記入して頂かない限り、ご依頼をお受けすることができません。
　　　また返却の際、弊社従業員あるいは技術員と必ず事前に打ち合わせの上、返却を
　　　して下さい。

本機器を安全にご使用いただくために
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安全／洗浄確認依頼書
物品を受け取る弊社従業員と技術員および、取扱いに関わるすべての関係者の健康と安全に対する危険
性を回避するために、適正な洗浄を行なって頂くと共に被測定物についての的確な情報を記載下さるよ
うお願い申し上げます。For the health and safety of all personnels related with returned instruments, please

proceed proper cleaning and give the precise information of the matter.

会社名：　　　　　　　　　　　　　　  担当者名：　　　　　　　　　　　　　　　
（Company:）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （Person to contact:）

住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（Address:）

電話：　　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ：　　　　　　　　　　　　　　　　
（Tel.:） 　　　　　　　　　　　　　（Fax:）

返送理由／Reason for the return
型式：　　　　　　　　　　　　　　　 ｼﾘｱﾙﾅﾝﾊﾞ ：ー　　　　　　　　　　　　　　
（Type of instruments:） 　　　　　　　　　　　　　（Serial number:）

プロセスデータ／Process data

被測定物：　　　　　　　　  　　　  　使用洗浄液名：
（Process matter:）                      （Cleaned with：）

特性／Properties：

私(達)は、返送した製品に毒性（酸性、アルカリ性溶液、触媒体等）または すべての危険性がないこと
をここに承認します。放射性汚染機器は放射線障害防止法に基づき、お送りになる前に洗浄されていな
ければなりません。We herewith confirm, that the returned instruments are free of any dangerous or poisonous
materials(acids, alkaline solutions, solvents). Radioactive contaminated instruments must be decontaminated ac-
cording to the radiological safety regulations prior to shipment.

日付／date：　　　　　　　　　　　 　ご署名／signature：　　　　　　　　　　　

本依頼書は製品と一緒にお送り下さい。

毒性／Toxic

腐食性／Corrosive

爆発性／Explosive

生物学的危険性／Biologically dangerous

放射性／Radioactive

水と反応／Reacts with water

水溶性／Soluble in water

判別不能／Unknown

安全/洗浄確認依頼書をすべて記入して頂かない限り、ご依
頼をお受けすることができません。 The order can not be
handled without the completed safety sheet.

修理／Repair　　　　校正／Calibration　　　　交換／Exchange

返品／Return　　        その他／Other　　　　　　　　　　　　　　　

安全／洗浄確認依頼書
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　本製品を操作、取扱うユーザは、事前に取扱説明書を熟読し、操作方法、安全上の取扱
いについて理解した者が行ない、不特定多数の者が操作しないように管理してください。

1．はじめに

　機器を収納している梱包材は、衝撃や湿度から機器を守ります。長期間機器を保管、ま
たは輸送する際は、オリジナルの梱包材を使用してください。また、機器を廃棄する際は、
地域の規則・条例に従ってください。

1.2梱包と廃棄

　梱包をといたら、輸送中に生じた損傷などがないか確認してください。
もし問題が生じておりましたら、お買い上げの経路を通じてお知らせください。

リキシスＭ  CUM223/253には、以下のものが梱包されています。
　－CUM223またはCUM253変換器
　－取扱説明書

屋外設置型CUM253には、以下のものが付属します。
　－差込み型ねじ止め端子
　－PG7ケーブルグランド 1個
　－PG16ケーブルグランド 1個
　－PG13.5ケーブルグランド 2個

パネルマウント型CUM223には、以下のものが付属します。
　－差込み型ねじ止め端子
　－固定クリップ

1.1 梱包内容

はじめに
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1.3  仕様コード 　本製品の仕様に関する情報は、銘板上の仕様コードをご覧下さい。

CUM253の銘板

CUM223の銘板

リキシスM　CUM 223 / 253

バージョン Ｔ Ｂ  

Ｔ Ｕ  

Ｔ Ｓ  

コンクリート濃度測定 

濁度測定／SS･MLSS濃度測定 

濁度測定／SS･MLSS濃度測定＋plusパッケージ機能 

･･･････････ 

･･･････････ 

電　　　源 ０  

１  

５  

８  

AC 230 V 

AC 115 V 

AC 100 V 

AC/DC 24 V

････････ 

････････ 

････････ 

････････ 

出　　　力 ０  

１  

３  

４  

５  

６  

濁度／SS･MLSS濃度、1 × 20 mA 

濁度／SS･MLSS濃度＋温度、2 × 20 mA 

プロフィバスPA 

プロフィバスDP 

濁度／SS･MLSS濃度＋HART、1 × 20 mA 

濁度／SS･MLSS濃度＋HART＋温度、2 × 20 mA 

･････ 

･････ 

･････ 

･････ 

･････ 

･････ 

接　　　点 ０ ５  

１ ０  

１ ５  

１ ６  

２ ０  

２ ５  

 

２ ６  

追加接点なし 

２接点追加（警報／PID／タイマー） 

４接点追加（警報／PID／ケモクリーン） 

４接点追加（警報／PID／タイマー） 

２接点追加+電流入力（警報／PID／タイマー） 

４接点追加+電流入力 

　　　　　（警報／PID／ケモクリーン） 

４接点追加+電流入力（警報／PID／タイマー） 

CUM 223－ 

CUM 253－ 

はじめに
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もし製品を修理に出す必要が生じた場合は、弊社宛てにご返送ください。
可能であれば、納入時の梱包材料を使ってください。

安全／洗浄確認依頼書（巻頭の本取扱説明書をコピーしてください）に必要事項をご記入の
うえ、船積書類と同様に荷造り品に同封してください。
安全／洗浄確認依頼書がない場合、修理をお受けすることはできません！

2.4  返送

　リキシスＭ CUM223/253は、液体の濁度、SS濃度、MLSS濃度を測定する目的で設計・
開発されています。

CUM 223/253は、以下の分野での使用に適しています。
●下水／汚泥処理設備でのSS濃度測定
●排水処理設備
●浄水場の水質モニタ
●飲料水処理
●河川、湖沼、海水の水質モニタ
●排水処理場の最終処理水モニタ
●リサイクル用工業用水モニタ

警告：
下記の項目を注読してください：
●取付、電気的接続、設定、操作と測定システムの保守は、専門の訓練を受けた技術者に
よってのみ行なってください。この技術者はシステムオペレーターによって該当作業に
ついての許可を受けていることが必要です。
●またここで述べてある取扱説明事項をすでに読解していること、ならびに遵守すること
も求められています。
●全測定点の設定を行う前に、正確さを期するため全ての接続をチェックしてください。
ケーブルならびにホース接続に損傷がないことを確認してください。
●損傷を受けている製品は動作させないでください。そして計画にはない試運転を行わな
いでください。損傷を受けている製品には不良品である旨の表示をしてください。
●測定点のエラーは、特別に訓練を受けた認定者のみが修正できます。
●もしエラーの修正が不可能な場合は、サービスの対象外とし不用意な設定を行わないよ
うにしてください。
●本取扱説明書に記載されていない修理については、弊社のサービス部門においてのみ行ない
ます。

2.3  ご使用の前に

　製品は最新の技術に基づいて設計され試験を受けていますので、機能的には完全な状態
で出荷されています。
関連法案およびヨーロッパ標準に適合しています。

使用者としては、次の安全に関する条件に従う責任があります：
●取り付け作業の手順
●その地域における標準や規則
EMC
本製品は電磁的ノイズの影響を最小限にするよう製造されており欧州規格に適合します。

2.2  一般安全説明

２．安　　全

2.1  使用の目的

安全
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　測定システムを完全に取り付けるためには、以下の手順に従う必要があります。

●変換器の据付けまたは取り付け（3.3項を参照）
●ケーブルと電極の選択と接続（4.1項、4.2項、および 9章を参照）
●据付けの後、スタートアップを行ないます。（6章を参照）

　測定システム一式は以下のコンポーネントで構成されます。

●リキシスＭ CUM 223またはCUM 253変換器
●温度センサ内蔵濁度センサ（ケーブル付）
●濁度センサホルダ

オプション：
●延長ケーブルCYK81
●中継端子箱VBMまたはRM

3.1  測定システム

３．取　付

図１

測定システム例

浸漬型ホルダ 

リキシスM  CUM 253

脱泡装置付ホルダ一体型センサ 
CUS31

リキシスM  CUM 223

センサケーブル 

 

取付



濁度計変換器リキシスM

エンドレスハウザー ジャパン8

3.2  外形寸法

図２

図３

CUM253のハウジング内部

CUM253の寸法

①取り外し式電子基板ボックス
②仕切り板
③端子ブロック
④ヒューズ

ENDRESS+HAUSER
LIQUISYS

CAL REL

REL1

REL1

ALARM
REL2

REL2E

11

170

24
7

115

φ
6

15
7

154

70

70

M5 x 4

Pg13.5

Pg16

Pg7

ケーブルグランドのサイズ 

41

2

3

取付
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　屋外設置型リキシスＭには、いくつかの取付オプションがあります。

●円型パイプへの取付
●ねじを使った壁取付

屋外設置時には、日除けカバーCYY101を必ず使用してください。

日除けカバー CYY101
変換器を屋外に設置する際に使用します。
材　　　質：SUS304製
製品コード：CYY101-A

図４

CUM223の寸法

3.3  取　付

3.3.1  屋外への設置

図５

日除けカバーCYY101
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取付
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パイプ取付金具

屋外設置型ハウジングを、水平／鉛直パイ
プへ取り付ける場合に必要です。
（最大φ2インチまで）
材　　　質：SUS304製
製品コード：50086842

図６

パイプ取付金具
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取付
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図7

パイプ取付3.3.2  取付例

図8

壁取付

取付
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3.3.3  パネルマウント型の
　　　取付

　パネルマウント型リキシスＭは、付属のねじを使って取り付けます。
取付の際、バックスペースが約165mm必要です。

図9

パネルマウント型ハウジングの取付

約251396
max.45

90
57

33

9296

92＋0.5
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＋
0.
5

1

2

3

①配電盤壁面
②ガスケット
③固定用ねじ

取付
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結線図
　センサの接続の詳細については、4.2項を参照してください。
接点は、停電時の状態を表わしています。

4.1  電気接続

図10

CUM 223/253結線図

センサ 

電流出力1 
濁度 

電流出力2 
温度 

外部入力1 
（ホールド） 

外部入力2 
（ケモクリーン） 

外部電圧出力 

＊ 

＊ 

＊オプション 

アラーム 

リレー1

リレー2

リレー3

リレー4

電　源 

47
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L-
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15 V85
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34
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97

88
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S

gn 緑 

wt 白 

bn 茶 

ye 黄 

電流入力 
4～20mA

23+

24-

mA

注：
●本製品は、保護クラス IIであり一般には保護アース接続をしないで運転されます。
●24V AC/DC用の電源モジュールは、SELV仕様(分離特別低電圧：separated extra low 　
　voltage)のものを使用してください。
●供給する電源電圧は、表示された値の10％を越えないようにしてください。

4．配　線

配線
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屋外設置型の配線
　ケーブルをケーブルグランドから変換器内部に通し、結線図に従って配線してください。

CUM253結線図
（同様の図が本体に貼付
されています）

図12

図11

パネルマウント型の配線

CUM223結線図
（同様の図が本体に貼付
されています）
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注：
●センサの端子ブロックに、同封されたステッカーを貼ってください。
●アース端子は、接地してください。
●NCと示された端子は、機能しません。
●指定されていない端子は、機能しません。

配線
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測定ケーブルの接続
　濁度センサは、専用のシールド多芯ケーブルを使って接続します。
測定ケーブルを延長する際には、中継端子箱VBMを使用してください（９章参照）。ケー
ブル終端処理に関する説明書が測定ケーブルに添付されています。

注：
精度の高い測定を行なうため、コネクタ、ケーブル、端子は湿気から保護しなければなり
ません。

4.2  センサと
       測定ケーブルの接続

測定ケーブルの構造

図13

濁度センサの接続用 専用ケーブル

センサタイプ ケーブル 延長ケーブル

濁度センサCUS31 センサ /ケーブル一体型 中継端子箱VBM ＋ CYK81

濁度センサCUS41 センサ /ケーブル一体型 中継端子箱VBM ＋ CYK81

最大ケーブル長

濁度センサCUS31/41 CYK81で最長200 m

Com A

シールド 

－UB

＋UB

Com B

87 88 96 97 S
茶 白 緑 黄 

CYK81

87 88 96 97 S
茶 白 緑 黄 

延長用CYK81ケーブル センサに付属のケーブル 

濁度センサCUS31およびCUS41の接続

図14
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リキシス M操作画面

5．操　作
5.1  操作パネル

LED表示5.2  ディスプレイ

リレー動作のモードを表示します。 緑：自動　黄：手動

現在手動操作中のリレーのLEDが赤く点灯します。

リレー1/2の状態を表示します。
緑： 測定値が設定した警報値の範囲内。リレー開磁。
赤： 測定値が設定した警報値を超えている状態。リレー励磁。

警報値を超え続けた場合や、温度センサ、システムエラー発生時に点灯しま
す。（エラーについては第7章を参照）

液晶ディスプレイ

図15

図16

LCDディスプレイ 

ユーザラベル 

操作キー 

手動リレー切替キー 

アラーム用LED

警報出力LED

リレー動作自動／ 
手動切替キー 

測定モード表示 

校正モード表示 セットアップモード表示 

測定モード：測定値 
セットアップ/校正モード：パラメータ 

センサシンボル： 
校正実行中は点滅 

エラー表示 

ホールド表示 

リレー3/4の状態表示 

励磁中 開磁中 

機能コード 

測定モード：測定値 
セットアップモード： 
パラメータ 

自動温度補償表示 

操作
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5.3  各キーの機能

　ハードウェアのロックを解除するには、CALキーと－キーを同時に
押してください。画面にはコード「0」が表示されます。

　CALキーは、校正時に使用します。CALキーを押すと、アクセスコー
ド入力画面に移ります。アクセスコード「22」を入力し、CALキーを
押すと、校正プロセスを開始します。校正データの読み取りのみを行
なう際は、「22」以外のコードを入力してください。

●測定モードからセットアップモードを呼び出します。
●セットアップモードで、設定データを保存する際に使用します。

●機能グループの選択
●パラメータと数値の設定（キーを押したままにすると数値の増減
　スピードが上がります）
●手動モードでのリレー操作（5.4項参照）
測定モード中の、＋キーの機能は以下の通りです
　1.°F単位での温度表示
　2.温度表示の非表示
　3.%での電流入力信号表示
　4.mAでの電流入力信号表示
　5.基本表示に戻る

測定モード中の、－キーの機能は以下の通りです
　1.エラー表示の選択（最大10個）
　2.機能グループ「アラーム」（F）では、個別エラーコードごとに
　　アラーム出力の有無を定義できます。

　リレー手動操作モード中、RELキーを押すと手動操作する目的のリ
レーの切り替えができます。また、洗浄機能の手動スタート時にも使
用します。
　リレー自動モード中は、設定した警報値や制御値が表示されます。こ
のとき+キーを押すと各リレーの設定値を確認できます。なにも操作し
ないと30秒で測定値表示に戻ります。

　リレーの自動 /手動の切り替えを行ないます。

　セットアップモードで＋キーと－キーを同時に押すと、測定モード
に戻ります。校正モードの場合は、校正終了画面へ移ります。もう一
度＋キーと－キーを同時に押すと、メインメニューに戻ります。

　フィールド操作へのアクセスは、HARTまたはプロフィバス経由等の
デジタル通信のためにロックすることができます。
＋キーとEキーを同時に押して変換器の操作をロックします。このと
き、画面にはコード「9999」が表示されます。

CALキー

Eキー（ENTERキー）

＋キー /－キー

ハードウェアのロック解除

RELキー（手動リレー切替キー）

AUTOキー（リレー動作自動 /手動切替キー）

エスケープ機能

ハードウェアのロック

操作
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5.4
自動/手動操作モード

自動モード
この操作モードでは、リレーは変換器により制御されます。

注：
●手動モードを有効にするにはアクセスコード「22」を入力します。
●停電後などで変換器が再起動しても、リレー手動の状態はそのまま継続されます。
●手動モードは、自動モードのどの機能（ホールド含む）よりも優先されます。
●手動モード中では、ハードウェアのロックを行なうことはできません。
●手動モードでの設定値は、リセットされるまで有効です。
●手動モード中は、エラーコードE102が出力されます。

測定モードに戻るにはAUTOキーを押してください。

＋キー /－キーでリレーのon/offを切り替えてください。
切り替えたリレーの状態は、リセットされるまで有効です。

RELキーを押して手動操作を行なうリレーを選択してください。
ディスプレイ2行目に、選択されているリレーが表示されます。

コード「22」を入力して、Eキーを押してください。

AUTOキーを押してください。

手動モードへの切り替え
手動モードへの切り替え手順は次の通りです。

RELキー
RELキーは手動操作を行なうリレーを選択します。

操作
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5.5  操作コンセプト

注：
●ユーザは、校正中と設定中に機能と接点をホールドすることができます（6.8項、機能
　S2を参照してください）。ホールド時間の長さも変更できます。
●リレーの手動操作は、接点出力付きの仕様のみ操作可能です。

操作モード

図17

測定モード： 
標準操作モード、 
現在の測定値の表示 

セットアップモード： 
すべての設定へのアクセス 

校正モード： 
校正ルーチンの実行 

コードの入力： 
コード22を入力した後で 
機能グループでの設定値を 
修正することができます。 
別のコードを入力すると 
設定値は表示のみが可能で 
修正はできません。 

機能グループは、 
＋キーまたは－キーで選択します。 

リレーの 
選択 

ON OFF

リレー手動操作： 

 

22 22

操作
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メニュー構造
　設定と校正の機能は、メニュー構造で機能グループ別に分類されています。

機能グループは＋キーおよび－キーを使ってセットアップモードで選択します。機能グ
ループ内部の１つの機能から別の機能に移るには、ENTERキーを押します。＋ /－キーは
オプションの選択と編集に使用されます。選択したらENTERキーを押して確定してくだ
さい。その場合、表示画面が次の機能コードに移ります。
＋ /－キーを同時に押すと、プログラミングが終了します（メインメニューに戻ります）。

注：
●変更を行なってもENTERキーによる確定を実行しなければ、前の設定値がそのまま
　維持されます。
●リキシスのメニュー構造の概観については、本操作説明書の付録を参照してください。

ホールド機能：出力の「固定」
　セットアップモードや校正中には直前の出力が「固定」されます。つまり、最後の電流
値が常時出力されます。ディスプレイは“HOLD”というメッセージを表示します（ホー
ルド設定については、6.8項を参照してください）。

●ホールド中は、自動モード時の警報出力がすべてオフになります。
●ケモクリーン、洗浄タイマーおよび外部ホールド入力時は、常にホールド機能が動作し
　ます。
●アラーム遅延時間は“0”にリセットされます。
●この機能はホールド入力により外部から動作させることもできます（3.4項の結線図 外
　部入力1を参照）。
●手動ホールド（機能S3）を一旦セットすると停電後の再起動後でもホールド機能はその
　まま有効です。

リキシスのメニュー構造

図18

EE E E

--

機能（パラメータ選択、値の入力） 

１つの機能から 
次の機能に移るときは、 
ENTERキーを押します。 

機能グループは 
＋キーと－キーで前後に移動します。 

操作
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　機器のアクセスコードはすべて固定値ですので変更できません。

●任意のコード：読み取りモード。すなわち、すべての設定値を見ることができますが、
　変更はできません（ENTER/CALキーを使用。5.5項を参照）。
●コード22：校正モードへのアクセス（CALキーを使用。5.5項を参照）。
●コード22：セットアップモードへのアクセス（ENTERキーを使用。5.5項を参照）。
●コード22：リレーの手動操作へのアクセス（AUTOキーを使用。5.4項を参照）。　
●ハードウェアのロックとロック解除については、5.3項を参照してください。

　校正の手順については、6.11,  6.12項を参照してください。5.8  校　　正

　測定表示はユーザのニーズに合わせて個々に表示を設定することができます。

＋キーを使用して操作する設定：
●＋キーを押すと温度を℃単位の変わりに°F 単位で表示させることができます。
●＋キーをもう一度押すと、温度表示が非表示となります。
●＋キーをさらにもう一度押すと、センサ電流がFNU単位で表示されます。
●＋キーをもう一度押すと、標準表示に戻ります。

－キーを使用して操作する設定：
●－キーを押すと現在のエラーメッセージを表示させることができます。
●エラーコードは最大10件まで表示されます。エラーが発生していなければ、
　画面は通常の測定画面に戻ります。

注：
機能グループ「アラーム」（F）では、個別エラーコードごとにアラーム出力の有無を定義
できます。

5.7  測定中の表示

5.6  アクセスコード

操作
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　電源投入後、機器は自己テストを実行し
てから測定モードに入ります。

　ここで初回の設定と校正を行なうことが
できます。

リキシスＭでは以下の機能グループが使用
できます（TSバージョンのみで使用できる
機能グループには機能解説でその旨のマー
クが付いています）。

機能コード　各機能には機能コードがついており、
ディスプレイ上に表示されます。コードの
構成については右図を参照してください。
コードの初めのアルファベットは、機能グ
ループの分類を表わしています。

機能表示：ユーザのための補助情報

6．変換器の設定 セットアップモード
セットアップ1(A) 6.2.1項参照
セットアップ2(B) 6.2.2項参照
電流入力(Z) 6.3項参照
電流出力 (O) 6.4項参照
アラーム (F) 6.5.1項参照
チェック (P) 6.5.2項参照
リレー （R) 6.6項参照
濃度 （K) 6.7項参照
サービス (S) 6.8項参照
E+Hサービス (E) 6.9項参照
インターフェイス (I) 6.10項参照

校正およびオフセットモード
校正 (C) 6.11項参照
オフセット (V) 6.12項参照
スロープ(N) 6.13項参照

図19

図20

機能コード： 
表示されるコードは、 
機能グループ内での機能の位置を表わします。 

機能の説明 

A A1

A131

A121

A111

A132 A133

変換器の設定



濁度計変換器リキシスM

23エンドレスハウザー ジャパン

アラーム接点

結線図で示しているリレーは停電時の状態を表わしています。

電源投入直後には、リレー接点は開磁で、電流回路は開なのでランプは点灯しません。

エラー発生時は、リレー接点は電流回路を閉じ、ランプが点灯します。

測定のタイプ測定のタイプ測定のタイプ測定のタイプ測定のタイプ FNU単位での濁度測定、温度測定（℃あるいは°F ）

温度オフセット温度オフセット温度オフセット温度オフセット温度オフセット 0.0℃
濁度オフセット濁度オフセット濁度オフセット濁度オフセット濁度オフセット 0 FNU

警報値警報値警報値警報値警報値 11111 9999 FNU

警報値警報値警報値警報値警報値 11111 の設定の設定の設定の設定の設定 上限警報（オン /オフ遅延時間なし）

警報値警報値警報値警報値警報値 22222 9999 FNU

警報値２の設定警報値２の設定警報値２の設定警報値２の設定警報値２の設定 上限警報（オン /オフ遅延時間なし）

電流出力電流出力電流出力電流出力電流出力 11111 およびおよびおよびおよびおよび 2*2 *2 *2 *2 * 4～ 20 mA

電流出力電流出力電流出力電流出力電流出力 11111：：：：：4 mA4  mA4  mA4  mA4  mAの測定値の測定値の測定値の測定値の測定値 0 FNU

電流出力電流出力電流出力電流出力電流出力 11111：：：：：20 mA20  mA20  mA20  mA20  mAの測定値の測定値の測定値の測定値の測定値 10.0 FNU

電流出力電流出力電流出力電流出力電流出力 22222：：：：：4 mA4  mA4  mA4  mA4  mAの温度の温度の温度の温度の温度 ***** －5.0℃

電流出力電流出力電流出力電流出力電流出力 22222：：：：：20 mA20  mA20  mA20  mA20  mAの温度の温度の温度の温度の温度 ***** 100.0℃

フィルタ時定数フィルタ時定数フィルタ時定数フィルタ時定数フィルタ時定数 ///// フィルタ長フィルタ長フィルタ長フィルタ長フィルタ長 10秒

校正データセット校正データセット校正データセット校正データセット校正データセット no.3

ワイパ制御ワイパ制御ワイパ制御ワイパ制御ワイパ制御 オフ

*****オプション

アラーム接点の推奨フェールセーフ回路

通電時で正常な状態 停電時およびアラーム状態 

工場設定値
　機器の電源を初めて入れたときの設定は、工場設定値となっています。下表は主要な工
場設定値の概要を示すものです。
これ以外のすべての工場設定値については、第6章の個別機能の解説を参照してください
（工場設定値は太字太字太字太字太字で印刷されています）。

図21

変換器の設定
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6.1  スタートアップ 　電源投入後、指定された機能グループで以下の選択を実行してください。

●機能グループ「サービス」 (S)
　S1：使用言語を選択したら、機能グループを終了してください。
●機能グループ「セットアップ1」 (A)
　このグループですべてのパラメータを設定します。6.2.1項を参照してください。
●機能グループ「セットアップ2」 (B)
　このグループですべてのパラメータを設定します。6.2.2項を参照してください。

これ以外の設定オプションについては、各メニューに関する以後の章で説明します。

カオリン/ポリスチレン単位を使用する場合はセンサを接続した状態にて、以下の初期設
定を行ってください。標準作業領域にカオリン/ポリスチレン度のデータをコピーし、オ
リジナルのカオリン/ポリスチレンデータは保存用として扱います（出荷前に単位をppm/
mg/l に指定された場合は、以下の設定はされなくても設定済みです）。

操作 選択内容 表示

1． エンターキーを押す
2． コードを 22 に合わせ（プラスまたはマイナス

キー）エンターキーを押して設定する

3． マイナスキーを数回押し、Setup2 の画面を表示さ
せる

4． エンターキーを押す
5． さらにエンターキーを数回押し、Copy data の画

面を表示させる

6． プラスキーを3回押し、２－＞３　と表示される
のを確認する

7． エンターキーを押し、表示内容を設定する
8． プラスキーとマイナスキーを同時に押しSetup2　

を終了します

9． マイナスキーを数回押しSetup1の画面を表示さ
せる

10．エンターキーを押す

11．使用する単位を選択します（プラスまたはマイナ
スキー）。カオリン/ポリスチレン度に対応するの
はppmまたはmg/l です

12．プラスキーとマイナスキーを同時に押しSetup１
を終了します。さらにプラスキーとマイナスキー
を同時に押すと、測定モードに戻ります

nonononono
1 -> 2
1 -> 3
2 -> 3
3 -> 2

FNUFNUFNUFNUFNU
NTU
ppm
mg/l
g/l
%
spec.

変換器の設定
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工場設定値は、太字体太字体太字体太字体太字体で印刷されています。
イタリック体の機能は、基本バージョンには含まれません。

6.2  システム設定 　システム設定は機能グループ「セットアップ1」および「セットアップ2」で行ないま
す。測定タイプとセンサをここで選択し、温度測定の設定を行なってください。

測定エラーや測定の失敗を未然に防ぐため、この２つの機能グループのパラメータは、す
べて設定しなければなりません。

6.2.1  セットアップ1

機能コード フィールド 選択／レンジ 表　　示 説　　明
工場設定値

機能グループ
セットアップ1

機能グループ「セットアップ
1」の初期画面です。

測定タイプの
選択

FNUFNUFNUFNUFNU
NTU
ppm
mg/l
g/l
%
spec.

表示単位の選択

kg/lkg/lkg/lkg/lkg/l
%
t/m３

none

A2が有効なのはA1=spec選択
時のみ

A

A1

A2

表示書式の選択

XX.xxXX.xxXX.xxXX.xxXX.xx
X.xxx
XXX.x
XXXX

A3
A3が有効なのはA1=spec選択
時のみ

測定タイプを変更すると、
ユーザ定義設定が自動的にリ
セットされます。濁度と温度
のオフセットはゼロにリセッ
トされますが、現在の測定タ
イプは保持されます。

変換器の設定
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工場設定値は、太字体太字体太字体太字体太字体で印刷されています。
イタリック体の機能は、基本バージョンには含まれません。
＊　ワイパに掛かる負荷（例：髪の毛・虫）は、ワイパ稼動寿命を短くする原因となります。
＊＊ワイパ動作時間（B2）を短くする、及びワイパサイクル（B3）を長くすることにより、ワイパ稼動寿命の短縮を
       最小限にとどめます。

機能コード フィールド 選択／レンジ 表　　示 説　　明
工場設定値

機能グループ
セットアップ2

機能グループ
「セットアップ2」の
初期画面です。

ワイパ制御のオ
ン /オフ切り替え

offoffoffoffoff
on
auto

ワイパ動作時間の
入力

3030303030秒秒秒秒秒
3 ... 999秒

ワイパサイクル間
の休止時間を入力

120120120120120分分分分分
1 ... 7200分

B

B1

B2

B3

6.2.2　セットアップ2

機能コード フィールド 選択／レンジ 表　　示 説　　明
工場設定値

センサタイプの
表示

CUS31
CUS41

リキシスＭは接続されている
センサを自動的に検出します。

測定値移動平均
の入力

1010101010
1 ... 60

このフィールドで設定した回数の
測定値を平均化します。測定値に
大きなふらつきがある場合に、表
示を安定させることができます。
移動平均を算出しない場合は“1”
を入力してください。

A4

A5

“auto”を選択するとワイパはタイ
マー(R2(4)) /ケモクリーン(R2(5))
（水/薬液洗浄）経由で洗浄機能と
連動して動作します。この場合、
B2およびB3は表示しません。

各操作タイプ（A1）毎に、3つ
の校正データセットがありま
す。データセット1および2の
一部の内容は変更できません。

使 用 す る 校 正
データの選択

33333
1 ... 3

B4

*
**

変換器の設定
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機能コード フィールド 選択／レンジ 表　　示 説　　明
工場設定値

データセットの
コピー

nononon on o
1 -> 2
1 -> 3
2 -> 3
3 -> 2

データセット1は変更できま
せん（工場設定）が、他の校
正データセットの基本として
使用することができます。

ゼロ点補正値を
表示するか？

yesyesyesyesyes
no

CUS31/41センサで、ゼロ点補
正値を表示するかどうかの選
択を行ないます。
（FNU,ppm,mg/lのみ有効）

B5

B6

正しい温度センサ
温度を入力

現在の測定値現在の測定値現在の測定値現在の測定値現在の測定値
-5.0 ... 100℃

この入力値は温度センサを外
部測定に合わせて校正するた
めに使用できます。

B7

温度差（オフセッ
ト）の表示

0 . 00 . 00 . 00 . 00 . 0℃℃℃℃℃
-5.0 ... 5.0℃

測定温度と入力温度の差が表
示されます。

B8

気泡バリアの入力 3 . 03 . 03 . 03 . 03 . 0％％％％％
0.1 ... 100％

液中の溶存ガスからゆっくり
と気泡が発生する影響を補償
します。
0.1％=気泡が発生しない
100％=気泡が発生する傾向が
高い

B9

工場設定値は、太字体太字体太字体太字体太字体で印刷されています。
イタリック体の機能は、基本バージョンには含まれません。

変換器の設定
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6.3  電流入力

6.3.1  主配管の流量のモニタリング

　この機能グループは、流量計などの外部機器からの電流入力4～20mAを受け変換器の制御機能の
制御量を変化させるものです。

流量 電流入力信号(mA単位) 電流入力信号(%単位)
電流入力の下限 流量計の下限設定 4 0
電流入力の上限 流量計の上限設定 20 100

　この設定は流通ホルダを流れるサンプル配管の流量が主配管の流れから独立している場合にきわめ
て実用的です。サンプル配管に流量があっても、主配管の流量が低下したり止まった場合に、アラー
ム状態を感知し、変換器は、注入制御などの動作を停止させることができます。

図22

ON

OFF

OFF

OFF

ON

ON

流量 

PIDコントローラーの 
リレー出力 

アラームリレー 

番地 Z2 
参照 

番地 Z3 
参照 

流量アラーム 

流量復旧 流量低下 
下限設定 Z4

変換器の設定
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　応答時間が非常に早いプロセスで、流量にふらつきがある場合は制御プロセスを最適化するために、
流量信号を制御側に入力にすると効果があることがあります。

6.3.2  PIDコントローラーのフィードフォワード制御

図23

図24

　フィードフォワード制御は下図で示すような乗数機能です。（ここでは工場設定値を例にとってい
ます。）

ENDRESS+HAUSER
LIQUISYSM

CAL REL

REL1

REL1

ALARM
REL2

REL2E

mg/ l

25.0 ¡C

0. 42

F

ミキサー サンプルポイント 注入ポイント 流量計 

CUA250 
と 

CUS31

CUM253

4...20mA

薬品 

1

0 20 40 60 80 100Z7

1.5

0.5

電流入力信号 
（％） 

ゲイン 
Kinful
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工場設定値は、太字体太字体太字体太字体太字体で印刷されています。
イタリック体の機能は、基本バージョンには含まれません。

機能コード フィールド 選択／レンジ 表　　示 説　　明
工場設定値

機能グループ
電流入力

機能グループ「電流入力」の
初期画面です。

本流の流量モニタ
機能の選択 OffOf fOf fOf fO f f

Input

本流に設置された流量計の信
号を取り込むときは、Inputを
選択します。
Z1=Off の選択時、Z2からZ5
は表示されません。

電流入力による制
御機能停止までの
遅延時間

0 s0 s0 s0 s0 s（（（（（秒秒秒秒秒）））））
0...2000s（秒）

短時間の流量低下時、制御機
能が停止することを防ぎま
す。

Z

Z2

Z1

電流入力による制
御機能再開までの
遅延時間

0 s0 s0 s0 s0 s（（（（（秒秒秒秒秒）））））
0...2000s（秒）

短時間の流量回復時、制御機
能が再開することを防ぎま
す。

Z3

電流入力による制
御停止の閾値の設
定

50%50%50%50%50%
0...100%

0...100%は、4...20mAの電流
入力に対応します。
流量計のスケーリングに注意
してください。

Z4

電流入力による停
止方向の選択 LowLowLowLowLow

High

Z4 に設定した値を越えるま
たは下がると制御を停止しま
す。

Z5

コントローラの
フィードフォワー
ド制御の選択

OffOf fOf fOf fO f f
lin = リニア
Basic

Z6=Offの選択時、Z7は表示さ
れません。

Basic=フィードフォワード制
御は基準入力に対してのみ働
きます。（センサの故障など
で、共通のPID制御ができな
い場合は、どちらか一方の量
に比例した制御になります。）

Z6

調整利得 = 1 の
フィードフォワー
ド制御に見合う値
を入力

50%50%50%50%50%
0...100%

値を設定すると、コントロー
ラーはフィードフォワード・
制御のon/offに関わらず制御
量は同じになります。

Z7

変換器の設定
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　機能グループ「電流出力」は個別の出力の設定に使用されます。リニア出力特性（O3（1））、また
はPlusパッケージを組み込んだ場合はユーザ定義電流出力特性（O3（3））のいずれかを選択できま
す。さらに電流出力値をシミュレートして（O3（2））、電流出力を確認することができます。

　2電流出力バージョンでは、機能コードR237でのコントローラ設定値を電流出力2で出力できます。

6.4  電流出力

2つの入力ポイント間のmAあたりの信号偏差は以下の値を上回っていなければなりません。

●　0.005FNU/NTU/ppm/mg/l/%
●　0.05g/l
●　0.25℃

　テーブルに入力を行なう際にはまず、以下の表に必要な電流出力設定を記入することをお奨めしま
す。mAあたりの信号の変化量を計算し、所要の最小偏差を確保してください。その結果をもとに、
機器に入力してください。

図25
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工場設定値は、太字体太字体太字体太字体太字体で印刷されています。
イタリック体の機能は、基本バージョンには含まれません。

機能コード フィールド 選択／レンジ 表　　示 説　　明
工場設定値

機能グループ
電流出力

機能グループ「電流出力」の
初期画面です。

電流出力の選択
Out1Out1Out1Out1Out1 = 電流出力1
Out2 = 電流出力2

各出力毎に異なる特性を選択
することができます。

リニア特性の選択

lin = l in = l in = l in = l in = リニアリニアリニアリニアリニア（（（（（11111）））））
sim = シミュレーション（2）
table = テーブル（3）

特性の勾配はプラス方向、
マイナス方向いずれにもでき
ます。
シミュレーションおよびテー
ブルについては、O2(2)、O2(3)
を参照してください。

O

O1

O3(1)

電流レンジの選択 4-204-204-204-204-20
0-20

0/4 mAの値；
該当する濁度測定
値または温度を入
力

0.0 NTU0.0 NTU0.0 NTU0.0 NTU0.0 NTU
0.0 FNU0.0 FNU0.0 FNU0.0 FNU0.0 FNU
0.0 ppm0.0 ppm0.0 ppm0.0 ppm0.0 ppm
0.0 mg/l0.0 mg/l0.0 mg/l0.0 mg/l0.0 mg/l
0.0 g/l0.0 g/l0.0 g/l0.0 g/l0.0 g/l
0.0 kg/l0.0 kg/l0.0 kg/l0.0 kg/l0.0 kg/l
0.0 t/m30.0 t/m30.0 t/m30.0 t/m30.0 t/m3
0.0 %0.0 %0.0 %0.0 %0.0 %
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 ℃℃℃℃℃

変換器の電流出力初期値（0/
4mA）に相当する測定値を入
力します。A3で選択した書式
で表示

O311

O312

20 mAの値；
該当する濁度測定
値または温度を入
力

10.00 NTU10.00 NTU10.00 NTU10.00 NTU10.00 NTU
10.00 FNU10.00 FNU10.00 FNU10.00 FNU10.00 FNU
10.00 ppm10.00 ppm10.00 ppm10.00 ppm10.00 ppm
10.00 mg/l10.00 mg/l10.00 mg/l10.00 mg/l10.00 mg/l
300.0 g/l / 3.00g/l300.0 g/l / 3.00g/l300.0 g/l / 3.00g/l300.0 g/l / 3.00g/l300.0 g/l / 3.00g/l
99.99 kg/l99.99 kg/l99.99 kg/l99.99 kg/l99.99 kg/l
99.99 t/m399.99 t/m399.99 t/m399.99 t/m399.99 t/m3
10.0 %10.0 %10.0 %10.0 %10.0 %
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 ℃℃℃℃℃

変換器の電流出力最終値
（20mA）に相当する測定値を
入力します。A3で選択した書
式で表示

O313

電流出力2出力パ
ラメータの選択

℃℃℃℃℃
mg/l
Contr

O2=Contr を選択するとR237
が有効になります。

O2

変換器の設定
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工場設定値は、太字体太字体太字体太字体太字体で印刷されています。
イタリック体の機能は、基本バージョンには含まれません。

機能コード フィールド 選択／レンジ 表　　示 説　　明
工場設定値

シミュレーション値 ここで入力する電流値が出力
されます。

電流出力テーブル
の入力
（TＳバージョンの
み設定可）

lin = リニア(1)
sim = シミュレーション(2)
table table table table table (3)

値は後で追加または変更すること
もできます。入力された値は、電
流値別に自動的に昇順でソートさ
れます。ただし、表示はソート順
になりません。

テーブルオプション
の選択

read=r ead=r ead=r ead=r ead=読み取り読み取り読み取り読み取り読み取り
edit=編集

O3(3)

O331

O321

入力ポイント数の
設定

11111
1 ... 10

O332

現在の値現在の値現在の値現在の値現在の値
0.00 ... 22.00 mA

電流出力
シミュレーション

lin = リニア(1)
sim =sim =sim =sim =sim =     シミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーション(2)(2)(2)(2)(2)
table (3)

シミュレーションはlin(1)また
はtable(3)を選択することによ
り終了します。

O3(2)

ｘ値（測定値）およびｙ値（対
応する電流出力値）の組み合
わせで構成されるポイントの
総数を入力します。

入力ポイント No .
の選択

11111
1... ポイント総数
asign

O333

x値（測定値）の
入力

0.0 NTU0.0 NTU0.0 NTU0.0 NTU0.0 NTU
0.0 FNU0.0 FNU0.0 FNU0.0 FNU0.0 FNU
0.0 ppm0.0 ppm0.0 ppm0.0 ppm0.0 ppm
0.0 mg/l0.0 mg/l0.0 mg/l0.0 mg/l0.0 mg/l
0.0 g/l0.0 g/l0.0 g/l0.0 g/l0.0 g/l
0.0 kg/l0.0 kg/l0.0 kg/l0.0 kg/l0.0 kg/l
0.0 t/m30.0 t/m30.0 t/m30.0 t/m30.0 t/m3
0.0 %0.0 %0.0 %0.0 %0.0 %
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 ℃℃℃℃℃

x値＝ユーザ任意の測定値

O334

y値（電流出力値）
の入力

0.00 mA0.00 mA0.00 mA0.00 mA0.00 mA
0.00...20.00 mA

y値＝O334で設定されたx値
に対応するユーザ任意の電流
出力値O335

テーブルステータ
スがOK かどうか
を入力

yesyesyesyesyes
no

O336

機能コードO333からO335は、
O332 で設定したポイント数、
繰り返します。設定が終了す
ると、"Finished" が表示され
O336にジャンプします。

“yes”の場合O3に戻る。
“no”の場合設定に矛盾がありま
す。（入力データは維持）または測
定モードに戻ります。（入力デー
タは消去されます）

変換器の設定
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6.5.1  アラーム

機能コード フィールド 選択／レンジ 表　　示 説　　明
工場設定値

機能グループ
アラーム アラーム機能の設定

接点タイプの設定

Stead = Stead = Stead = Stead = Stead = ステータスステータスステータスステータスステータス
　　　　　　接点　　　　　　接点　　　　　　接点　　　　　　接点　　　　　　接点
Fleet = ワンショット
　　　　接点

ここで選択する接点タイプは
アラーム接点だけに適用され
ます。

時間単位の選択 s = s = s = s = s = 秒秒秒秒秒
min = 分

エラー電流の選択 22 mA22 mA22 mA22 mA22 mA
2.4 mA

F1

F2

アラーム遅延の
入力

0  0  0  0  0  秒秒秒秒秒(((((分分分分分)))))
0 ... 2000 秒(分)

エラーの選択
11111
1 ... 255

アラーム出力を設定するエ
ラーコードを選択して下さい。
エラーコードについては、７
章を参照して下さい。ここで
編集を行なわない限り、工場
設定値が有効となります。

F

工場設定値は、太字体太字体太字体太字体太字体で印刷されています。
イタリック体の機能は、基本バージョンには含まれません。

F3

F4

F5

F2で選択した単位に応じて、
アラーム遅延を秒単位または
分単位で入力します。

F5ですべてのエラー電力出力
を無効と設定する場合でも、
このフィールドの選択は行
なってください。

選択したエラーに
アラーム接点出力
を設定

yes=y e s =y e s =y e s =y e s =設定する設定する設定する設定する設定する
no=設定しない

“no”に設定した場合、この他のア
ラーム設定（アラーム遅延等）も
全て無効となります。設定自体は
保持されます。この設定は、F5で
選択したエラーコードのみに適用
されます。E080 以降のエラー
コードでは、工場設定は、“no”に
設定されています（7.4項参照）。

選択したエラーに
エラー電流出力を
設定

n o =n o =n o =n o =n o =設定しない設定しない設定しない設定しない設定しない
yes=設定する

F6

F7

F4で選択したエラー電流出力
を行なうかどうかがここで設
定されます。この設定は、F5
で選択したエラーのみに適用
されます。

　モニタリング機能は、各種アラームの定義と出力接点の設定に使用されます。各エラー
毎に、接点出力とエラー電流の有効/無効を定義することができます。さらに、洗浄機能
を起動するためのアラーム条件を定義することもできます（F8）。

6.5  モニタリング機能

変換器の設定
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コード フィールド 選択／レンジ 表　　示 説　　明
工場設定値

メニューに戻る /
次のエラー選択

next =next =next =next =next =
                                   次のエラー次のエラー次のエラー次のエラー次のエラー
<-----R =
    メニューに戻る

洗浄機能自動
スタート

n o =n o =n o =n o =n o =設定しない設定しない設定しない設定しない設定しない
yes=設定する

工場設定値は、太字体太字体太字体太字体太字体で印刷されています。
イタリック体の機能は、基本バージョンには含まれません。

F8

F9

この機能が使用できないエ
ラーもありますので、注意し
て下さい（7.4項参照）。

nextを選択すると画面はF5に
戻ります。
<-----R を選択すると画面が F
に戻ります。

変換器の設定
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6.5.2  チェック PCSアラーム（プロセスチェックシステム）
　この機能は、測定信号の偏差をチェックする
システムです。一定時間測定信号に何も変化が
ないと、アラームが出力されます。このような
現象の原因としては、汚れの付着や詰まり等が
考えられます。

注：
PCSアラーム電流出力はセンサ信号が変化する
と自動的に解除されます。 図26

PCSアラーム（ライブチェック）

測定信号が一定＝ 
アラームが出力される 

機能コード フィールド 選択／レンジ 表　　示 説　　明
工場設定値

プロセスモニタの
選択P1

工場設定値は、太字体太字体太字体太字体太字体で印刷されています。
イタリック体の機能は、基本バージョンには含まれません。

機能グループ
チェック
（Sバージョンのみ）

測定セルとプロセスモニタリ
ングの設定メニューです。

P

of fo f fo f fo f fo f f
Low
High
Lo+Hi
Low!
High!
LoHi!

P2

アラームが発生した際の制御
出力を設定します。
XXXX = 制御出力はオフにし
ない。
XXXX! = 制御出力をオフにす
る。

遅延時間の設定

P3

00000 秒秒秒秒秒(((((分分分分分)))))
0...2000秒(分)

時間単位は F2 の設定により
秒または分になります。機能
コードP4/P5の設定値を越え
るとカウントを始めます。

下限アラーム閾値の
設定

P4

00000.000 NTU.000 NTU.000 NTU.000 NTU.000 NTU

0...9999 NTU

時間単位は F2 の設定により
秒または分になります。機能
コードP4/P5の設定値を越え
るとカウントを始めます。

上限アラーム閾値
の設定

9999 NTU9999 NTU9999 NTU9999 NTU9999 NTU
0...9999 NTU

P5
PCS モニタの設定
（PCSアラーム）

of fo f fo f fo f fo f f
AC
CC
AC+CC
AC!
CC!
ACCC!

AC = センサの交互チェック
CC = コントローラチェック
アラームが発生した際の制御
出力を設定します。
XXXX = 制御出力はオフにし
ない。
XXXX! = 制御出力をオフにす
る。

変換器の設定
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機能コード フィールド 選択／レンジ 表　　示 説　　明
工場設定値

上限モニタ値の最大
逸脱許容時間の設定

P7

1201 2 01 2 01 2 01 2 0分分分分分
0...2000分

モニタ値の設定

P8

設定した値は絶対値です。こ
の機能は、主にバッチプロセ
スや片面リミットスイッチに
使われます。

下限モニタ値の最大
逸脱許容時間の設定

P6

6 06 06 06 06 0分分分分分
0...2000分

P5でCCまたはAC+CC設定時
のみ

P5でCCまたはAC+CC設定時
のみ

0.000 NTU0.000 NTU0.000 NTU0.000 NTU0.000 NTU
0...9999 NTU

変換器の設定
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　以下で説明するリレー接点は必要に応じて選択、設定することができます（仕様に応じ
て、最大４接点まで）。

警報出力（濁度測定値） ： R2(1)
警報出力（温度） ： R2(2)
P(ID)制御出力 ： R2(3)
洗浄タイマー ： R2(4)
ケモクリーン機能 ： R2(5)

6.6  リレー接点の設定

警報ONポイントと
警報OFFポイント、
ON遅延とOFF遅延の関係

　リキシスＭのリレー接点には、さまざまな機能を割り当てることができます。
警報ONポイント、警報OFFポイントやON/OFF遅延時間の設定を行なうことができます。
さらにアラーム出力や洗浄機能スタート用に、アラームしきい値を設定することが可能で
す。
これらの機能は、濁度および温度の測定に使用できます。

下図は、警報動作時のリレー接点やアラーム接点の状態をあらわしたものです。

例 （上限動作の場合）：
測定値が警報ONポイントを超え（t1）、ON遅延時間（t2-t1）が経過すると、リレーが励
磁します（t2）。さらにアラームしきい値を超え（t3）、アラーム遅延時間（t4-t3）が経過
すると、今度はアラームが出力されます（t4）。
測定値が下がり始め、アラームしきい値を下回ると（t5）、アラーム出力が解除されます。
さらに警報OFFポイントを超え（t6）、OFF遅延時間（t7-t6）が経過すると、リレー接点
が開磁します（t7）。
ON遅延時間、OFF遅延時間ともに0秒に設定すると、警報ON/OFFポイントがそのまま
リレー接点の切替ポイントとなります。
下限動作の場合も、上限動作と同様の設定を行ないます。

6.6.1  警報値の設定

図27

測定値 

t1 t2 t3 4 t5 t6 t7

警報ONポイント 
 警報OFFポイント 

アラームしきい値 
接点ON 
 

アラームON

アラームOFF

接点OFF

警報ONポイント 

警報OFFポイント 

接点OFF

接点ON

t1 t2 t3 4

警報ONポイント > 警報OFFポイント：上限動作 

 
警報ONポイント < 警報OFFポイント：下限動作 

t

t

変換器の設定
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P制御 ：システムの偏差が小さい簡単なリニア制御用途に使用されます。大きな変化を
制御するときは、オーバーシュートが発生することがあります。この時は制御オフセット
が必要となります。

PI制御 ：オーバーシュートを回避する必要があり、常時オフセットが許されないプロセ
スで使用されます。

PD制御 ：高速な応答が必要で、ピークを修正する必要があるプロセスで使用されます。

PID制御 ：P、PI、PD制御では不十分なプロセスに使用されます。

P(ID)制御の調整
　PID制御の場合、以下の３つのパラメータを調整することができます。
● コントロールゲインKp（Pの作用）
●積分時間Tn（Iの作用）
● 微分時間Tv（Dの作用）

スタートアップ
　制御パラメータの設定経験がまだないときは、最大制御ループ安定性が保証された値を
使用してください。
●制御変量がオーバースイングを始めるまでコントロールゲインKpを増加させます。
●コントロールゲインKpを徐々に減少させ、オーバースイングしないできる限り短い時
　間に達するまで、積分時間Tnを短く設定します。
●制御の応答時間を高速化するときは微分時間Tvも調整しなければなりません。

図28

6.6.2  P(ID)制御出力 　リキシスＭは様々な制御機能の設定をサポートしています。PID制御接点をもとにして、
P、PI、PD、およびPID制御を実現することができます。対象となるアプリケーションに
最も合う制御接点を使用することで、最高の制御応答が得られます。

記録計を用いたパラメータ設定のチェックと微調整

TnとKpの設定の最適化

実際値 実際値 

Tnが小さすぎる Tnが大きすぎる 

時間 時間 

Kpが小さすぎる Kpが大きすぎる 

実際値 

最適設定 

時間 

実際値 実際値 

時間 時間 

変換器の設定
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制御特性（正制御／逆制御）
　フィールドR236では正／逆２つの制御特性を選択できます。

動作信号出力（R237 ～ R2310）
　制御接点は、動作信号を周期的に出力します。信号の強弱はそのまま制御出力に比例し
ます。

パルス幅出力
　パルス幅出力では、設定値から離れるほど接点の動作時間が長く、設定値に近づくほど
接点の動作時間が短くなります。動作の１サイクルを単位時間Tと定義します。Tは0.5～
99秒の範囲で設定できます。この制御出力形態は、電磁弁等の制御に向いています。

パルス周波数出力
　パルス周波数出力では、設定値から離れるほど接点の動作周波数が短く、設定値に近づ
くほど接点の動作周波数が長くなります。接点の動作間隔（周波数）の最大値を最大周波

数T1と定義します。T1は60～180回 /分の範囲で設定できます。接点動作時間 tonは常
に一定です。この制御出力形態は、1パルスで一定動作する定量ポンプ等の制御に向いて
います。

図29

図30

パルス幅出力とパルス周波数出力

接点 
tON = 0.5 Tmax user

接点 

オン 

オフ 

時間T
時間［秒］ 

オン 

オフ 
時間［秒］ 

tON
tOFF tON

T1 T2

X

X

w

w

100 %

100 %

Y

Y

正 

逆 

-Xw

-Xw
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図31

　この機能は簡単な洗浄ルーチンを実行するのに使用します。洗浄と次の洗浄の間隔を設
定することができます。さらに複雑な機能を設定したい場合は、ケモクリーンを使用して
ください（ケモクリーンを使用するにはリレー接点が4点必要です。詳細は 5.6.5項を参
照してください）。

6.6.3 洗浄機能用タイマー

洗浄時間、休止時間、および洗浄後ホールド時間の関係

ワイパー/スプレー 
洗浄システム 

洗浄時間 
（0 ... 999秒） 

洗浄間隔（1 ... 7200分） 

オン 

オフ 

ホールド機能 洗浄後 
ホールド時間 

（0 ... 999秒） 

時間 

オン 

オフ 

注：
●ケモクリーン機能はリレー3および4でのみ使用できます。
●洗浄プロセスを中止しても、後すすぎ時間は必ず発生します。
●“Economy”を選択すると、設定した回数分、洗浄は水だけで行なわれます。

6.6.4  ケモクリーン機能 　ケモクリーン機能は通常の洗浄タイマー機能に加え、さまざまな洗浄／すすぎ間隔をサ
ポートします。したがって、サイクルが異なる不規則な洗浄が可能で、後すすぎ時間を含
む洗浄時間を個別に定義することができます。

洗浄サイクルシーケンス

図32

t1　　 洗浄開始 
t2 - t1  前すすぎ時間 
t3 - t2  洗浄時間 
t4 - t3  後すすぎ時間 
t5 - t4  洗浄後ホールド時間 

ホールド 

水 

洗浄液 

t0 t1 t2 t3 t4 t5

変換器の設定
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工場設定値は、太字体太字体太字体太字体太字体で印刷されています。
イタリック体の機能は、基本バージョンには含まれません。

機能コード フィールド 選択／レンジ 表　　示 説　　明
工場設定値

機能グループ
リレー

リレー接点の選択、調整を行
ないます。

設定する接点の
選択

Rel1Rel1Rel1Rel1Rel1
Rel2
Rel3
Rel4

リレー3および4はその装備の
のある機器のみで使用できま
す（ケモクリーンはRel3/Rel4
のみで可能です）。

濁度警報値の設定

LC PV=LC PV=LC PV=LC PV=LC PV=警報出力警報出力警報出力警報出力警報出力
　濁度　濁度　濁度　濁度　濁度(1 )( 1 )( 1 )( 1 )( 1 )
LC ℃＝警報出力
　温度T(2)
PID制御出力(3)
タイマー(4)
Clean＝
　ケモクリーン(5)

R

R1

R2(1)

設定をoffにしてもonの時設
定した内容はすべて保持され
ます。

リレーの使用
R2(1)オフ /オン
切り替え機能

of fo f fo f fo f fo f f
on

警報ON ポイント
入力

9999 NTU9999 NTU9999 NTU9999 NTU9999 NTU
9999 FNU9999 FNU9999 FNU9999 FNU9999 FNU
9999 ppm/3000ppm9999 ppm/3000ppm9999 ppm/3000ppm9999 ppm/3000ppm9999 ppm/3000ppm
9999 mg/l/3000mg/l9999 mg/l/3000mg/l9999 mg/l/3000mg/l9999 mg/l/3000mg/l9999 mg/l/3000mg/l
300.0 g/l/3g/l300.0 g/l/3g/l300.0 g/l/3g/l300.0 g/l/3g/l300.0 g/l/3g/l
99.99kg/l99.99kg/l99.99kg/l99.99kg/l99.99kg/l
99.99t/m399.99t/m399.99t/m399.99t/m399.99t/m3
200.0 %200.0 %200.0 %200.0 %200.0 %

警報ONポイントを入力すると、
警報OFF ポイントは自動的に同
じ値に設定されます（A1で選択さ
れた単位で表示されます）。
組み合わせるセンサにより測定レ
ンジは異なります。

R211

R212

警報OFFポイント
入力

警報OFFポイントを入力すると、
上限動作（警報OFFポイント≦警
報ONポイント）または下限動作
（警報OFFポイント＞警報ONポイ
ント）が選択され、ヒステリシス
機能を実行します（5.6.1 項を参
照）。

R213

オン遅延の入力
00000 秒秒秒秒秒
0...2000秒

R214

オフ遅延の入力R215 00000 秒秒秒秒秒
0...2000秒

PV = プロセス値
R1でリレー4を選択するとケ
モクリーン機能は選択できな
くなります。
リレー機能を変更すると、個
別に設定したリレーの各種設
定はすべて工場設定値に戻り
ます。

9999 NTU9999 NTU9999 NTU9999 NTU9999 NTU
9999 FNU9999 FNU9999 FNU9999 FNU9999 FNU
9999 ppm/3000ppm9999 ppm/3000ppm9999 ppm/3000ppm9999 ppm/3000ppm9999 ppm/3000ppm
9999 mg/l/3000mg/l9999 mg/l/3000mg/l9999 mg/l/3000mg/l9999 mg/l/3000mg/l9999 mg/l/3000mg/l
300.0 g/l/3g/l300.0 g/l/3g/l300.0 g/l/3g/l300.0 g/l/3g/l300.0 g/l/3g/l
99.99kg/l99.99kg/l99.99kg/l99.99kg/l99.99kg/l
99.99t/m399.99t/m399.99t/m399.99t/m399.99t/m3
200.0 %200.0 %200.0 %200.0 %200.0 %

変換器の設定
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工場設定値は、太字体太字体太字体太字体太字体で印刷されています。
イタリック体の機能は、基本バージョンには含まれません。

機能コード フィールド 選択／レンジ 表　　示 説　　明
工場設定値

アラーム閾値の入
力（絶対値として）

アラーム閾値を超えると変換
器がアラームを出力し、エ
ラーメッセージとエラー電流
を出力します（アラーム遅延
に注意してください）。

温度警報値の設定

LC PV=警報出力
　濁度(1)
LC  LC  LC  LC  LC  ℃＝警報出力℃＝警報出力℃＝警報出力℃＝警報出力℃＝警報出力
　温度　温度　温度　温度　温度 T(2 )T (2 )T (2 )T (2 )T (2 )
PID制御出力(3)
タイマー(4)
Clean＝
　ケモクリーン(5)

R2(2)オフ /オン
切り替え機能

of fo f fo f fo f fo f f
on

R2(2)

R221

R216

9999 NTU9999 NTU9999 NTU9999 NTU9999 NTU
9999 FNU9999 FNU9999 FNU9999 FNU9999 FNU
9999 ppm/3000ppm9999 ppm/3000ppm9999 ppm/3000ppm9999 ppm/3000ppm9999 ppm/3000ppm
9999 mg/l/3000mg/l9999 mg/l/3000mg/l9999 mg/l/3000mg/l9999 mg/l/3000mg/l9999 mg/l/3000mg/l
300.0 g/l/3g/l300.0 g/l/3g/l300.0 g/l/3g/l300.0 g/l/3g/l300.0 g/l/3g/l
99.99kg/l99.99kg/l99.99kg/l99.99kg/l99.99kg/l
99.99t/m399.99t/m399.99t/m399.99t/m399.99t/m3
200.0 %200.0 %200.0 %200.0 %200.0 %

警報接点の仕様を
表示します。

MAX
MIN

上限下限機能を表示します。
R217

温度警報ON ポイ
ントの入力

100.0100 .0100 .0100 .0100 .0℃℃℃℃℃
-5.0 ... 100.0℃

警報ONポイントを入力すると、
警報OFF ポイントは自動的に同
じ値に設定されます（A1で選択さ
れた単位で表示されます）。

R222

温度警報OFFの入
力

100.0100 .0100 .0100 .0100 .0℃℃℃℃℃
-5.0 ... 100.0℃

警報OFFポイントを入力すると、
上限動作（警報OFFポイント≦警
報ONポイント）または下限動作
（警報OFFポイント＞警報ONポイ
ント）が選択され、ヒステリシス機
能を実行します（5.5.1項を参照）。

R223

オン遅延の入力 00000 秒秒秒秒秒
0...2000秒

R224

オフ遅延の入力
00000 秒秒秒秒秒
0...2000秒

R225

アラーム閾値の
入力
（絶対値として）

アラーム閾値を超えると変換器が
エラーを出力し、エラーメッセー
ジとエラー電流を出力します（ア
ラーム遅延に注意してください）。

R226 100.0100 .0100 .0100 .0100 .0℃℃℃℃℃
-5.0 ... 100.0℃

変換器の設定



濁度計変換器リキシスM

エンドレスハウザー ジャパン44

工場設定値は、太字体太字体太字体太字体太字体で印刷されています。
イタリック体の機能は、基本バージョンには含まれません。

機能コード フィールド 選択／レンジ 表　　示 説　　明
工場設定値

P(ID)制御出力の
設定

LC PV=警報出力
　濁度(1)
LC ℃＝警報出力　
　温度T(2)
P I DP I DP I DP I DP I D制御出力制御出力制御出力制御出力制御出力(3)(3 )(3 )(3 )(3 )
タイマー(4)
Clean＝
　ケモクリーン(5)

R2(3)オフ /オン
切り替え機能

設定値の入力

この設定値が制御によって維
持されます。偏差（上または
下）発生時に制御によって再
確立されます。

R2(3)

R231

R232

R227 警報接点の仕様を
表示します。

MAX
MIN

上限下限機能を表示します。

リレー機能を変更すると、個
別に設定したリレーの各種設
定はすべて工場設定値に戻り
ます。

Of fOf fOf fO f fO f f
On
Basic
PID+B

On = PID制御
Basic = 基本負荷注入制御のみ
PID+B = PID制御+基本負荷注
入制御

0 NTU0 NTU0 NTU0 NTU0 NTU
0 FNU0 FNU0 FNU0 FNU0 FNU
0 ppm0 ppm0 ppm0 ppm0 ppm
0mg/ l0mg/ l0mg/ l0mg/ l0mg/ l
0 g/l0 g/l0 g/l0 g/l0 g/l
0kg/ l0kg/ l0kg/ l0kg/ l0kg/ l
0 /m30/m30/m30/m30/m3
0 %0 %0 %0 %0 %

制御特性の選択 dir = dir = dir = dir = dir = 正正正正正
inv = 逆

コントロールゲイン
Kpの入力

1.001.001.001.001.00
0.01 ... 20.00 5.6.2項を参照R233

積分時間Tnの入力
（0.0=I要素なし）

0.000 .000 .000 .000 .00分分分分分
0.0 ... 999.9分

R234

R236

微分時間Tvの入力
（0.0=D要素なし）

0 . 00 . 00 . 00 . 00 . 0分分分分分
0.0... 999.9分

R235

5.6.2項を参照。ホールドのつど、
I要素はゼロにリセットされます。
ホールドは S2でオフにできます
が、ケモクリーン、タイマーまたは
ワイパの場合はオフにできません。

5.6.2項を参照

制御の偏りに応じて、設定が
必要な場合と不要な場合とが
あります（上下の偏り。5.6.2
項を参照）。

変換器の設定
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工場設定値は、太字体太字体太字体太字体太字体で印刷されています。
イタリック体の機能は、基本バージョンには含まれません。

機能コード フィールド 選択／レンジ 表　　示 説　　明
工場設定値

パルス幅または
パルス周波数の
選択

パルス間隔の入力 10 .010 .010 .010 .010 .0 秒秒秒秒秒
0.5 ... 999.9秒

最大パルス周波数
の入力

120 min120 min120 min120 min120 min－－－－－ 11111

60... 180 min－1

このフィールドは、R237でパル
ス周波数を選択している場合のみ
表示されます。パルス幅を選択す
ると、R239はスキップされ、
R2310で入力が続きます。

R238

R239

最小オン時間tONの
入力

0 . 30 . 30 . 30 . 30 . 3秒秒秒秒秒
0.1 ... 5.0秒

R2310

R237

このフィールドではR237でパル
ス幅を選択している場合のみ表示
されます。パルス周波数を選択す
るとR238はスキップされ、R239
で入力が続きます。

パルス幅：電磁弁等、パルス
周波数：ソレノイド式計量ポ
ンプ等（5.6.2項を参照）
O2でContr選択時のみcurrの
選択ができます。

len = len = len = len = len = パルス幅パルス幅パルス幅パルス幅パルス幅
freq = パルス周波数
curr = 電流出力2

基本負荷は、必要な注入量を設定
します。100％の基本負荷は、R237
で設定した最大制御量に比例しま
す。

このフィールドは、R237でパル
ス周波数を選択している場合のみ
表示されます。

基本負荷の設定R2311 0%0%0%0%0%
0... 40%

変換器の設定
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工場設定値は、太字体太字体太字体太字体太字体で印刷されています。
イタリック体の機能は、基本バージョンには含まれません。

機能コード フィールド 選択／レンジ 表　　示 説　　明
工場設定値

休止時間の設定 3603 6 03 6 03 6 03 6 0分分分分分
1... 7200分

R2(4)オフ /オン
切り替え機能

of fo f fo f fo f fo f f
on

R241

R243

すすぎ/洗浄時間の
入力

3 03 03 03 03 0秒秒秒秒秒
0... 999秒

R242
ホールド設定とリレー設定は
ここで指定する時間オンとな
ります。

この休止時間は、洗浄サイク
ルと洗浄サイクルの間隔です
（5.5.3項参照）。

最小休止時間の
入力

最小休止時間は、洗浄トリガ
が存在するときに不用意な連
続洗浄を防止します（F8）。

ケモクリーンによ
る洗浄の設定（4接
点付で接点 3 およ
び 4 が正しく割り
当てられている
バージョンのみ）

LC PV=警報出力
　濁度(1)
LC ℃＝警報出力　
　温度T(2)
PID制御出力(3)
タイマー(4)
CleanC leanC leanC leanC lean＝＝＝＝＝
　　　　　ケモクリーンケモクリーンケモクリーンケモクリーンケモクリーン(5 )( 5 )( 5 )( 5 )( 5 )

R2(5)

R2(5)オフ /オン
切り替え機能

of fo f fo f fo f fo f f
on

R251

R244 1 2 01 2 01 2 01 2 01 2 0分分分分分
1...3600分

開始パルスの選択

int = int = int = int = int = 内部内部内部内部内部
          （（（（（タタタタタイイイイイマママママーーーーー制制制制制御御御御御）））））
ext= 外部
  （外部入力2）
i+ext = 内部＋外部
i+stp =内部。
      外部により取消

R252

洗浄機能の設定
（タイマー）

LC PV=警報出力
　濁度(1)
LC ℃＝警報出力　
　温度T(2)
PID制御出力(3)
タイマータイマータイマータイマータイマー(4 )( 4 )( 4 )( 4 )( 4 )
Clean＝
　ケモクリーン(5)

R2(4)

洗浄は 1 種類の洗剤のみを
使って行なわれます（通常は
水）。ワイパー洗浄とは、独立
して設定することもできます。
リレー機能を変更すると、個
別に設定したリレーの各種設
定はすべて工場設定値に戻り
ます。

5.6.4項を参照
リレー3 = 水
リレー4 = 洗浄液
リレー機能を変更すると、個
別に設定したリレーの各種設
定はすべて工場設定値に戻り
ます。

"int"の開始は、休止時間の終
了後カウントが始まります。
実時間時計はありません。不
規則な間隔（週末等、洗浄を停
止したい時）には外部取消が
必要です。

変換器の設定



濁度計変換器リキシスM

47エンドレスハウザー ジャパン

工場設定値は、太字体太字体太字体太字体太字体で印刷されています。
イタリック体の機能は、基本バージョンには含まれません。

機能コード フィールド 選択／レンジ 表　　示 説　　明
工場設定値

洗浄時間の入力 1 01 01 01 01 0秒秒秒秒秒
0 ... 999秒

後すすぎ時間の
入力

2 02 02 02 02 0秒秒秒秒秒
0... 999秒

すすぎには水が使用されます。

R254

R255

反復サイクル数の
入力

00000
0 ... 5

1回の洗浄サイクルでR253～
R255が反復されます。

R256

洗浄には薬液と水の混合液が
使用されます。

休止時間の入力
休止時間とは2つの洗浄サイ
クルの間の時間です。

最小休止時間の
入力

1201 2 01 2 01 2 01 2 0分分分分分
0... R257で設定し
た時間

R258

R257 3 6 03 6 03 6 03 6 03 6 0分分分分分
1...7200分

薬液を使用しない
洗浄サイクルの回
数（エコノミー機
能）

00000
0... 9R259

薬液による洗浄の後、次回の
薬液による洗浄サイクルが実
施されるまで水だけを使用す
る洗浄サイクルが設定した回
数続きます。

前すすぎ時間の
入力

2 02 02 02 02 0秒秒秒秒秒
0... 999秒R253 すすぎには水が使用されます。

最小休止時間は、洗浄トリガ
が存在するときに不用意な連
続洗浄を防止します。

変換器の設定
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工場設定値は、太字体太字体太字体太字体太字体で印刷されています。
イタリック体の機能は、基本バージョンには含まれません。

機能コード フィールド 選択／レンジ 表　　示 説　　明
工場設定値

機能グループ
濃度（TS バー
ジョンのみ）

この機能グループでは、4種類
の濃度フィールドを編集でき
ます。

表示の計算に使用
する濃度曲線の選
択

11111
1 ... 4

曲線は互いに独立していま
す。すなわち、4種類の曲線を
定義できます。

編集する濃度テー
ブルの選択

11111
1 ... 4

K

K1

K2

使用する曲線とは別に値のペ
アを入力します（K1）。入力が
終了するまで保存済の曲線は
上書きされません。

　リキシスＭは、標準機能として濁度の値を
濃度に変換することができます。しかし、す
べての可能な単位、または該当する変換が使
用できない場合は、濃度機能を使ってユーザ
任意の濃度変換テーブルを作成することがで
きます。

　測定値は、変換値に任意に割り当てること
ができます（右図を参照）。定義された値は
直線補間に基づく曲線によってつなげられま
すので、ポイントとポイントとの間の距離が
長くなりすぎないように定義してください。

注：
変換は測定タイプ“%”データとのみ関連付
けられます。

6.7  濃度測定 測定値の濃度への変換割り当て

[kg/l]

[%]

1.4

1.0

0 5

図 33

テーブルオプショ
ンの選択

re a dr e a dr e a dr e a dr e a d＝表示のみ＝表示のみ＝表示のみ＝表示のみ＝表示のみ
edit＝編集

この選択は K2で選択された
濃度曲線に適用されます。

入力ポイント数の
決定

11111
1 ... 10

K3

K4
入力ポイントは、3つの数値の
組み合わせにより構成されま
す。

変換器の設定
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機能コード フィールド 選択／レンジ 表　　示 説　　明
工場設定値

入力ポイントの
選択

11111
1 ... K4での設定値 どのポイントも編集可能です。

濁度値の入力
0 . 00 . 00 . 00 . 00 . 0％％％％％
測定レンジ全体

K5

K6

濃度値の入力 測定レンジ全体 A2で選択した単位

テーブルステータ
スがOK かどうか
を入力

yesyesyesyesyes
no

K7

K8

yesの場合、表示はKに戻ります。
noの場合、表示はK2に戻ります。
測定モードに戻った場合は。入
力したデータに矛盾があり入力
した値はクリアされました。

工場設定値は、太字体太字体太字体太字体太字体で印刷されています。
イタリック体の機能は、基本バージョンには含まれません。

機能コード フィールド 選択／レンジ 表　　示 説　　明
工場設定値

機能グループ
サービス

S=セットアップ
C=校正

言語の選択

ENG=ENG=ENG=ENG=ENG=英語英語英語英語英語
GER=ドイツ語
FRA=フランス語
ITA=イタリア語
NEL=オランダ語
ESP=スペイン語

このフィールドは、始動時に1回
設定しなければなりません。設定
後、S1を終了して他の設定に進
むことができます。

ホールド設定

S+C=S+C=S+C=S+C=S+C=
　セットアップ時　セットアップ時　セットアップ時　セットアップ時　セットアップ時
　および校正時　および校正時　および校正時　および校正時　および校正時
CAL＝校正時
Setup＝
　セットアップ時
none＝
　ホールドなし

S

S1

S2

6.8  サービス

K5からK7は、K4で設定した
回数分だけ反復します。入力
が終了するとK8 にジャンプ
します。

変換器の設定
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Facty=すべてのデータが消去
　され、工場設定値にリセッ
　トされます。

変換器のリセット
（工場設定値の復元）

no=no=no=no=no=
　リセットしない　リセットしない　リセットしない　リセットしない　リセットしない
Facty＝工場設定値
　にリセット

変換器テストの
実行

nononon on o
Displ=
　ディスプレイテスト

S9

S10

工場設定値は、太字体太字体太字体太字体太字体で印刷されています。
イタリック体の機能は、基本バージョンには含まれません。

機能コード フィールド 選択／レンジ 表　　示 説　　明
工場設定値

手動ホールド
of fo f fo f fo f fo f f
on

ホールド遅延時間
の入力

1 01 01 01 01 0秒秒秒秒秒
0... 999秒

仕様コードはアップグレード
を反映して自動的に変更され
ます。

ソフトウェアアップ
グレードリリース
コードの入力（plus
パッケージ）

00000000000000000000
0000 ... 9999

誤ったコードを入力すると、測定
メニューに戻ります。数字は、＋
キーか－キーで編集し、ENTER
キーで確定します。

仕様コードの表示

S3

S4

S5

ケモクリーンのソフ
トウェアアップグ
レードリリースコー
ドの入力

00000000000000000000
0000 ... 9999

誤ったコードを入力すると、測定
メニューに戻ります。数字は、＋
キーか－キーで編集し、ENTER
キーで確定します。

S6

S7

この設定は停電復帰後も引き
続き有効です。

シリアルナンバー
の表示

S8

変換器の設定
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6.9  E+Hサービス

機能コード フィールド 選択／レンジ 表　　示 説　　明
工場設定値

機能グループ
E+Hサービス

モジュールの選択

Contr(1)Contr(1)Contr(1)Contr(1)Contr(1)
Trans=(2)
MainB=(3)
Relay(4)

編集できません。

ソフトウェアバー
ジョンの表示

E

E1

E111
E121
E131
E141

編集できません。

ハードウェアバー
ジョンの表示

E112
E122
E132
E142

編集できません。
シリアルナンバー
の表示

E113
E123
E133
E143

工場設定値は、太字体太字体太字体太字体太字体で印刷されています。
イタリック体の機能は、基本バージョンには含まれません。

6.10  インターフェイス

機能コード フィールド 選択／レンジ 表　　示 説　　明
工場設定値

機能グループ
インターフェイス

アドレスの入力

アドレス
HART: 00000...15
または
PROFIBUS: 1...126126126126126

通信専用

I

I 1

Contr=セントラルモジュール
Trans=変換モジュール
MainB=電源モジュール
Relay=リレーモジュール

編集できません。
モジュール名が表
示されます。

E114
E124
E134
E144

タグの表示 通信専用I 2

変換器の設定
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6.11  校　正 校正機能
　この機能グループは変換器の校正に使用されます。４種類の校正が可能です。

●３点校正
●校正値の分析値（ラボ値）との調整
●３点校正の変更
●ゼロ点補正
●スパン１点校正

注：
　センサにはあらかじめ、活性汚泥、消化汚泥、カオリン/ポリスチレン、SiO2等の濃度
データがプリセットされています。汚泥の測定は、このデータセットを使えば、校正を行
なわなくともおおよその値の測定ができますが、アプリケーションによっては実測値と異
なる場合もあります。このような時は、実液にてセンサの校正が必要です。
　ホルマジン度、カオリン/ポリスチレン度については、工場で校正済みで出荷されてい
るので校正を行う必要はありません。現場での校正は、測定精度を低下させる原因になり
ます。
　＋キーと－キーを同時に押して校正手順を中止した（C115、C123、C135、C143、ま
たはC153に戻る）場合、または校正に失敗した場合は、前回の校正データが復元されま
す。校正エラーはディスプレイ上に“ERR”というメッセージとセンサシンボルの点滅で
表示されます。その場合は、再校正を行なってください。

校正の概要
　CUM223/253は、あらかじめ濁度またはSS･MLSS濃度の分かっている3種類のサンプル
液をもとに3点校正を行ないます。
　校正は、測定レンジ内の濁度またはSS･MLSS濃度のサンプル液で実施する必要があり
ます。

　３点校正を簡素化するために、プロセス液の希釈により校正に必要な３つのサンプルを
準備することを推奨します。通常、当初の濃度の10 %、33 %、および100 %の濃度を使
用すると非常に良い校正結果が得られます。変換器は３点校正に対して３つの濃度を示し
ます。
　この方式のもう１つのメリットは、分析値の測定の必要があるのがオリジナルのサンプ
ルの濁度またはSS･MLSS濃度のみである点です。

水9に対して 
任意のサンプル1

サンプル1 

オリジナルのサンプル x 1/10

水2に対して 
任意のサンプル1

オリジナルのサンプル 

校正値3

サンプル2 

オリジナルのサンプル x 1/3

サンプル3 

オリジナルのサンプル 

3点校正のサンプルの準備

図34

変換器の設定
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　ただし、この手順は校正に必須の前提条件ではありません。プロセス液から３種類のサ
ンプルを採取してその濁度またはSS･MLSS濃度の値を判定することもできます。その場
合、以下の条件を満たす必要があります。

●校正は濃度の低い校正液から行なってください。
●３つのサンプルの測定値は少なくとも10%異なる必要があります。
●SS･MLSS濃度が高い場合、上水をゼロ溶液として使用することができます。

注：
●汚泥のサンプルは沈殿しやすいため、できる限り校正中もサンプルをよく撹拌してくだ
　さい。

●３点校正時に計算された特性が現在選択されている校正データセットに保存されます　
　（機能グループ「セットアップ2」を参照）。読み取り専用校正データセットが選択され
　ていると、校正を行なうことができません。

●計算上の相対校正結果（機能グループdata-Cal）がリファレンス値100%から-50%/+100%
　異なるときは、警告が発行されます（E084）。ただし、その校正結果は使用可能です。

●計算された結果が許容限度を外れると、校正エラー（E045）が表示され、校正が中断さ
　れます。

CUM223/253の校正データセット管理
　CUM223/253は、FNU、ppm、mg/l、g/l、%の単位ごとにそれぞれ3種類の校正データを
管理できます。機器には、工場出荷時にあらかじめデータが設定されています。3種類の
データのうち、1種類は読み取り専用で、ユーザが変更することはできませんが、その他
については変更が可能です。（3点校正 /スパン１点補正 /ゼロ点補正）

校正データはセンサに保存され、自動的に変換器に読み取られます。したがって、変換器
を交換しても、入力されたデータは失われません。

%FNU ppm g/l

データセットNo.1
（読取専用）

データセットNo.2
 （変更可）

データセットNo.3
 （変更可）

ホルマジン        SiO2   活性汚泥   濃縮汚泥

  カオリン／
ポリスチレン

   活性汚泥

   活性汚泥

   濃縮汚泥

   濃縮汚泥

  ホルマジン

  ホルマジン         SiO2

変換器の設定
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工場設定値は、太字体太字体太字体太字体太字体で印刷されています。
イタリック体の機能は、基本バージョンには含まれません。

機能コード フィールド 選択／レンジ 表　　示 説　　明
工場設定値

機能グループ
校正

校正の選択

3-pt =33-pt =33-pt =33-pt =33-pt =3点校正点校正点校正点校正点校正(1)(1)(1)(1)(1)
Corr =3点校正の

補正(2)
Edit =校正液濃度

入力(3)
Refl =反射光の影響

補正(4)
1-pt =スパン1点

校正(5)
Data =校正

データ(6)

センサは容器壁面から適当な
（反射のない）距離に浸漬す
る必要があります。

C

C1(1)

センサを校正液1に浸す。

データセット1(B4)には「デー
タ」機能のみがアクセスでき
ます。3-ptと Edit を選択する
と、オフセットがリセットさ
れます。

校正液 1 の濃度を
入力

前回の校正値C111

校正液 2 の濃度を
入力

前回の校正値C112

センサは容器壁面から適当な
（反射のない）距離に浸漬す
る必要があります。

センサを校正液2に浸す。

校正液2は校正液1より10%
以上濃度が高くなければなり
ません。
C112≧1.1 x C111

校正液 3 の濃度を
入力

前回の校正値C113

センサは容器壁面から適当な
（反射のない）距離に浸漬す
る必要があります。

センサを校正液3（オリジナルサンプル液）に浸す。

校正液3は校正液2　より10%
以上濃度が高くなければなり
ません。
C113≧1.1 x C112

変換器の設定
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工場設定値は、太字体太字体太字体太字体太字体で印刷されています。
イタリック体の機能は、基本バージョンには含まれません。

機能コード フィールド 選択／レンジ 表　　示 説　　明
工場設定値

校正ステータス
の表示

校正結果の保存

yesyesyesyesyes
no
new

校正の選択C1(2)

C115

o.k.
E xxx

C114=E xxx（エラー発生）の場
合、noまたはnewのみ（例外:校
正警告E84）。newの場合、フィー
ルドCに戻る。yes/noの場合、測
定モードに戻る。

3-pt =3点校正(1)
Corr =3Corr  =3Corr  =3Corr  =3Corr  =3点校正の点校正の点校正の点校正の点校正の

補正補正補正補正補正(2 )(2 )( 2 )( 2 )( 2 )
Edit =校正液濃度

入力(3)
Refl =反射光の影響

補正(4)
1-pt =スパン1点

校正(5)
Data =校正

データ(6)

C114

校正液3の正しい
濃度の入力

校正ステータスの
表示

C121

o . k .
E xxx

C122

校正結果の保存

C122=E xxx（エラー発生）の場
合、noまたはnewのみ（例外:校
正警告E84）。newの場合、フィー
ルドCに戻る。yes/noの場合、測
定モードに戻る。

校正の選択

C123

3-pt =3点校正(1)
Corr =3点校正の

補正(2)
Edit  =Edit  =Edit  =Edit  =Edit  = 校正液濃度校正液濃度校正液濃度校正液濃度校正液濃度

入力入力入力入力入力(3 )(3 )( 3 )( 3 )( 3 )
Refl =反射光の影響

補正(4)
1-pt =スパン1点

校正(5)
Data =校正

データ(6)

C 1 1 3C 1 1 3C 1 1 3C 1 1 3C 1 1 3に前回入力に前回入力に前回入力に前回入力に前回入力

された値された値された値された値された値
測定レンジ全体

yesyesyesyesyes
no
new

C1(3)

中止 警告
E045

E084

20% 50%

中止警告
E045

E084

200% 500%

C161... C163

校正液の濃度が不明で希釈度が
一定（1/10, 1/3, 1）の場合、
分析値を入力してください。

変換器の設定
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工場設定値は、太字体太字体太字体太字体太字体で印刷されています。
イタリック体の機能は、基本バージョンには含まれません。

機能コード フィールド 選択／レンジ 表　　示 説　　明
工場設定値

校正液1 の濃度
を入力

校正液2の濃度を
入力

C1 1 2C 1 1 2C 1 1 2C 1 1 2C 1 1 2で前回入力で前回入力で前回入力で前回入力で前回入力
した値した値した値した値した値
C132≧ 1.1－C131

校正の選択C1(4)

C132

C 1 1 1C 1 1 1C 1 1 1C 1 1 1C 1 1 1で前回入力で前回入力で前回入力で前回入力で前回入力
した値した値した値した値した値
測定レンジ全体

3-pt =3点校正(1)
Corr =3点校正の

補正(2)
Edit =校正液濃度

入力(3)
Ref l  =Ref l  =Ref l  =Ref l  =Ref l  =反射光の影響反射光の影響反射光の影響反射光の影響反射光の影響

補正補正補正補正補正(4 )(4 )( 4 )( 4 )( 4 )
1-pt =スパン1点

校正(5)
Data =校正

データ(6)

C131

正しい測定値の
入力

校正ステータスの
表示

C141

o . k .
E xxx

C142

0.0 NTU0.0 NTU0.0 NTU0.0 NTU0.0 NTU
0.0 ... 2.0 NTU
0.0 FNU0.0 FNU0.0 FNU0.0 FNU0.0 FNU
0.0 ... 2.0 FNU
0.0 ppm0.0 ppm0.0 ppm0.0 ppm0.0 ppm
0.0 ... 5.0 ppm
0.0 mg/l0.0 mg/l0.0 mg/l0.0 mg/l0.0 mg/l
0.0 ... 5.0 mg/l

FNU, ppm, mg/l レンジのみ

校正液3の濃度を
入力

C1 1 3C 1 1 3C 1 1 3C 1 1 3C 1 1 3で前回入力で前回入力で前回入力で前回入力で前回入力
した値した値した値した値した値
C133≧ 1.1－C132

C133

校正ステータスの
表示

o . k .
E xxxC134

校正結果の保存

yesyesyesyesyes
no
new

C135

C134=E xxx（エラー発生）の場
合、noまたはnewのみ（例外:校
正警告E84）。newの場合、フィー
ルドCに戻る。yes/noの場合、測
定モードに戻る。

測定液の濁度が、2FNU以下、
5ppm以下の条件で行ってくだ
さい。
透明な液体でなければ正確な補
正はできません。

オフセットは機能グループ「オ
フセット」で設定します。

変換器の設定
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工場設定値は、太字体太字体太字体太字体太字体で印刷されています。
イタリック体の機能は、基本バージョンには含まれません。

機能コード フィールド 選択／レンジ 表　　示 説　　明
工場設定値

校正結果の保存

校正結果の保存 yesyesyesyesyes
no
new

校正の選択C1(5)

C153

yesyesyesyesyes
no
new

3-pt =3点校正(1)
Corr =3点校正の

補正(2)
Edit =校正液濃度

入力(3)
Refl =測定値ゼロ点

補正(4)
1-pt =1-pt =1-pt =1-pt =1-pt =スパンスパンスパンスパンスパン 11111 点点点点点

校正校正校正校正校正(5 )(5 )( 5 )( 5 )( 5 )
Data =校正

データ(6)

C143

現在の測定値の
入力

校正ステータスの
表示

C151

o . k .
E xxx

C152

現在の測定値現在の測定値現在の測定値現在の測定値現在の測定値
測定レンジ全体

校正により数値が変更される
フィールド
FNUの場合：C164, C165の調整

ppm, mg/lの場合
500まで：C164, C165の調整。
500超：C166の調整

g/l, %の場合：C166の調整。
基本校正（3-pt）はスパン1点校
正により補正されます。

校正の選択C1(6)

3-pt =3点校正(1)
Corr =3点校正の

補正(2)
Edit =校正液濃度

入力(3)
Refl =反射光の影響

補正(4)
1-pt =スパン1点

校正(5)
Data =Data =Data =Data =Data =校正校正校正校正校正

データデータデータデータデータ(6 )( 6 )( 6 )( 6 )( 6 )

C152=E xxx（エラー発生）の場
合、noまたはnewのみ（例外:校
正警告E84）。newの場合、フィー
ルドCに戻る。yes/noの場合、測
定モードに戻る。

C142=E xxx（エラー発生）の場
合、noまたはnewのみ（例外:校
正警告E84）。newの場合、フィー
ルドCに戻る。yes/noの場合、測
定モードに戻る。

このフィールドではデータの確
認だけで、変更はできません。

変換器の設定
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工場設定値は、太字体太字体太字体太字体太字体で印刷されています。
イタリック体の機能は、基本バージョンには含まれません。

機能コード フィールド 選択／レンジ 表　　示 説　　明
工場設定値

校正ポイント 1
の表示

スロープ1の表示 現在値C164

リファレンス値C161

校正ポイント2の
表示

校正ポイント 3 の
表示

C162

リファレンス値C163

リファレンス値

センサ特性1のスロープ

標準センサに対する偏差
（100％）

コンバージョン
ファクタの表示

現在値C166

スロープ2の表示 現在値C165

内部濁度単位から表示単位への
変換ファクタ

標準センサに対する偏差
（100％）

標準センサに対する偏差
（100％）

センサ特性2のスロープ

変換器の設定
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　この機能グループでの設定は、測定
値を1つの基準測定値に照らして校正
する機能です。これにより、測定値は
一定の値だけ全測定レンジにわたりシ
フトします。

6.12  オフセット

機能コード フィールド 選択／レンジ 表　　示 説　　明
工場設定値

絶対値の入力

現在のオフセット
の表示

V1 現在の測定値現在の測定値現在の測定値現在の測定値現在の測定値

V2

V
機能グループ
オフセット

現在のオフセット現在のオフセット現在のオフセット現在のオフセット現在のオフセット

校正ステータスの
表示

オフセットの保存

V3
o.k.
E xxx

V4
yesyesyesyesyes
no
new

V3=E xxxの場合、noまたは
newのみ。newの場合、Vに戻
る。yes/noの場合、測定モー
ドに戻る。

工場設定値は、太字体太字体太字体太字体太字体で印刷されています。
イタリック体の機能は、基本バージョンには含まれません。

図35

測定値 
校正値 

現在の測定値 

時間ｔ 

校正ステータスがOKでない
ときは、表示の 2 行目にエ
ラーが表示されます。

変換器の設定
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　この機能グループは、測定値を1つの基準測定値に照らして校正する機能です。これに
より、測定値は一定の比率だけ全測定レンジにわたり変化します。

例
測定値2.5g/l を 2.0g/l に変更すると、測定値全般にわたり25％測定値は小さくなります。
この値は、係数を入力することでも変更できます。N2

6.13  スロープ

機能コード フィールド 選択／レンジ 表　　示 説　　明
工場設定値

絶対値の入力

スロープの入力

N1 現在の測定値現在の測定値現在の測定値現在の測定値現在の測定値

N2

N
機能グループ
スロープ

現在のスロープ現在のスロープ現在のスロープ現在のスロープ現在のスロープ

校正ステータスの
表示

オフセットの保存

N3
o.k.
E xxx

N4
yesyesyesyesyes
no
new

V3=E xxxの場合、noまたは
newのみ。newの場合、Vに戻
る。yes/noの場合、測定モー
ドに戻る。

工場設定値は、太字体太字体太字体太字体太字体で印刷されています。
イタリック体の機能は、基本バージョンには含まれません。

校正ステータスがOKでない
ときは、表示の 2 行目にエ
ラーが表示されます。

変換器の設定
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７．メンテナンスとトラブルシューティング
7.1  用語の定義 　メンテナンスとは、操作の安全と測定システム全体の信頼性を保証するすべての措置が

適時に講じられることを意味します。
CUM 223/253のメンテナンスには、以下の作業が含まれます。
　- 校正（6.11項参照）
　- センサホルダとセンサの洗浄
　- ケーブルと接続部のチェック

　トラブルシューティングとは、問題の原因が究明され、除去されることを意味します。
トラブルシューティングは機器に手を加えずに実施できる措置を指します（機器の不調に
ついては、第８章「診断と修理保守」を参照してください）。
　CUM 223/253および測定システムのトラブルシューティングは7.3項の表を使って行な
います。

7.2  安全に関する注意 警告：機器に対して実施する作業がプロセス制御システムまたは
　　　プロセス自体に及ぼす影響に注意してください。

警告：メンテナンスまたは校正の際にセンサを取り外すときは、圧力、高温、
　　　汚れによって発生し得る危険を考慮してください。

7.3  トラブルシューティング

問　　題 考えられる原因 対　　策 必要な機器、スペアパーツ

表示値が0.0でエ
ラーコード E008
「センサエラー」
が表示

- センサまたはセンサケーブルが不良

- 変換器入力が不良

- センサ延長ケーブルの断線

- データ伝送エラー

- センサ接続が不正

新品のセンサでテストする

MKT1モジュールを交換してテ
ストする

中継端子箱と延長ケーブルを
チェックする
センサ供給電源のチェック

LSGA（AC電源ユニット）また
はL2GD（DC電源ユニット）モ
ジュールを交換してテストする

接続をチェックする

センサCUS31またはCUS41（簡
単な機能テストならばどちらのセ
ンサも使用可能）

8.4.4/8.5.4項のスペアパーツリス
トを参照

測定ポイントテスト： 8.8.1項を
参照

8.4.4/8.5.4項のスペアパーツリス
トを参照

接続：3.4項を参照

表示が0.0 - センサが激しく汚れている センサ面を洗浄する スプレー／ワイパ洗浄を行なう

操作できない
9999を表示

- 操作がロックされている CALキーとマイナスキーを同時
に押してロックを解除する

4.3章参照

表示が変化しない
指示値が不正

- 変換器のキーが反応しない 変換器に電源をOFF/ONする。 EMCの問題：問題が解消しない
ときは、接地とラインの配線を
ノイズ源から遠ざけてくださ
い。

測定値が安定しな
い

- 測定ケーブルがノイズの影響を
受けている

- 信号出力ケーブルがノイズの影
響を受けている

- 異常な流速/乱流/気泡/大きな
固体の混入

ケーブルのシールドを接地する

- 施設ルートの確認
- 施設ルートを変更する、SPS/
PLSへシールドを接地する

流れの安定した場所、気泡や大
きな固体などが流れない場所に
センサを取り付ける

3.4章、3.5章参照

電源ラインと信号ラインは分離
して施設する

測定値にダンピングをかける
機能コードA5
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問　　題 考えられる原因 対　　策 必要な機器、スペアパーツ

表示が変化しない、
または表示の変化が
遅い

- センサが校正されていない、
  または校正が不正

- センサが汚れている

- ワイパのラバー部分が破損

- センサ取付位置が不適当、
  または気泡がホルダやフランジ
  内に混入

- センサ取付方向が不正

オリジナルのサンプル液を使っ
て校正を行なう

センサを洗浄する

水または薬液洗浄を行なう

ワイパ付きセンサに交換する

ワイパアームを交換する

取り付け状態をチェックし、セ
ンサを流れの条件が最適な位置
に移動する
センサが水平に取り付けられて
いるか注意する

センサの方向を修正する
センサ測定面が流れを受ける向
きにセンサを取り付ける
－固形分濃度の高い液体の場合
は、センサ測定面が流れに対し
90°になるように取り付ける。

5.10を参照。

－落ちにくい汚れはブラシで
　取り除く
－炭酸塩等の汚れは、3%塩酸を
　使って取り除く
－有機物や油脂等の汚れは酸性
　の洗剤、または油脂溶剤等を
　使って取り除く

スプレー洗浄用ホルダの取扱説
明書を参照

ワイパアームサービスキット：
製品コード 50089252

粘度の高い液体は、センサ面へ
汚れが付着する原因となる場合
があります。

温度値が不正 - センサの温度素子が不良 温度表示が必要であれば、セン
サを交換する

濁度測定自体は温度測定を必要
としない

制御出力またはタイ
マーを起動できない

- リレーモジュールが装備されて
いない

LSR1-2またはLSR1-4モジュー
ルを装備する

8.4項および 8.5項を参照

制御出力 / 警報出力
が機能しない

- 制御出力がオフに設定されてい
  る

- リレー手動モードで、offになっ
  ている

- オン遅延設定が長すぎる

- 「ホールド」機能がオンになって
  いる

制御出力を起動する

リレー自動モード、または手動
モードでonを選択する

オン遅延を無効にする、または
短縮する

校正時に“自動ホールド”に
なっている
“HOLD”入力がオンになって
いる
キーボードで“HOLD”をオン
にした

5.6項またはフィールドR2xxを
参照

キーボード、RELキー

フィールドR2xxを参照

フィールド S2から S4を参照
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LSR1-4モジュール：8.4.4項と
8.5.4項を参照

問　　題 考えられる原因 対　　策 必要な機器、スペアパーツ

制御出力 / 警報出力
が連続的に動作する

- リレー手動モードでonになって
  いる

- オフ遅延設定が長すぎる

- 制御ループが動作していない

リレー手動モードでoff、または
リレー自動モードに設定する

オフ遅延を短くする

測定値、電流出力またはリレー
接点、アクチュエータ、化学薬
品供給をチェックする

キーボード、REL キーおよび
AUTOキー

フィールドR2xxを参照

濁度電流出力信号が
出ない

- 回路がオープン、または短絡

- 出力不良

- プロフィバス PA/DPバージョン
　の変換器

ラインを遮断し、直接変換器
で電流を測定する

8.3項の表を参照

プロフィバス PA/DPバージョ
ンには電流出力無し

テスター  DC 0～ 20 mA

電流出力信号が変化
しない

- 電流シミュレーション中

- CPUが同期不調

シミュレーションをオフにする

変換器の電源を切り、再度オン
にする

フィールドO2(2)を参照

EMCの問題：問題が解消しなけ
れば、据付けをチェックする

電流出力信号が
不正

- 電流割当が不正

- 電流回路の総負荷が過剰
 （500Ω超）

電流割当をチェックする：0～
20 mAまたは4～20 mA？

出力を遮断し、直接変換器で電
流測定する

フィールドO2(1)、O2(3)

DC 0-20 mA用テスター

温度出力信号が出な
い

- 変換器に温度電流出力が装備され
  ていない

- プロフィバス PA/DPバージョン
　の変換器

銘板の仕様コードを参照する。
必要ならばLSCH-x1モジュー
ルを変更する

プロフィバス PA/DPバージョ
ンには電流出力無し

LSCH-x2モジュール：8.4.4項と
8.5.4項を参照

ケモクリーン機能が
使用できない

- リレーモジュール（LSR1-x）が
  ない、またはLSR1-2モジュール
  が取り付けられている。

LSR1-4モジュールを取り付ける。
ケモクリーンはケモクリーン
アップグレードと一緒に弊社
が供給するリリースコードで
有効になる。

plusパッケージの
機能が使用できない

- plusパッケージが有効になって
  いない（シリアル番号ごとに
  異なるコードを使ってオンに
  するもので、plusパッケージの
  注文と一緒に弊社から受け取る）

- plusパッケージのアップ
  グレード：弊社から受け取る
  コードを入力する
- 故障したLSCH/LSCP
  モジュールの交換後に、まず
  変換器のシリアル番号（銘板
  にある）を手入力し、そのあ
  とコードを入力する

詳しい説明については、8.5.5項
を参照。
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LSCPモジュールにアップデート

プロフィバス PAについては
別途お問い合わせください。

問　　題 考えられる原因 対　　策 必要な機器、スペアパーツ

HART通信が
できない

- HARTセントラルモジュールが
  装備されていない

- DD（デバイス記述）がないか、
  誤っている

- HARTインタフェースがない

- 変換器がHARTサーバで登録さ
  れていない

- 負荷が230Ω未満

- HART受信機（FXA 191等）が
  負荷経由で接続されていない

- デバイスアドレスが不正
  （単独動作の場合、アドレス = 0、
  マルチドロップ動作の場合、
  アドレス > 0）

- 線間容量が高すぎる

- 回線に電磁干渉

銘板を見て確認する：
HART = -xxx5xxおよび-xxx6xx

詳細については、第6章「イン
タフェイス」を参照。

LSCH-H1/-H2 にアップグ
レードする

プロフィバス PA
通信ができない

- PAセントラルモジュールがない

- ソフトウェアバージョンが
  誤っている（PAがない）

- コミュウィン II：
  コミュウィンIIのバージョンと
  変換器のソフトウェアバージョ
  ンに互換性がない

- DD/DDLがないか、誤っている

- DPV-1サーバでのセグメント
  カプラでのボーレート設定が不正

- ステーション（マスタ）アドレス
  が不正、または二重アドレス

- ステーション（スレーブ）アドレ
  スが不正

- バスラインが終端処理されてい
  ない

- 回線の問題（長すぎる、断面積が
  小さすぎる、シールドされてい
  ない、シールドが接地されてい
  ない、線が撚られていない）

- バス電圧が低すぎる（非防爆の
  場合、バス供給電圧は標準値が
  DC24V、防爆の場合はDC 13.5V）

銘板を見て確認する：
プロフィバス PA = -xxx3xx

詳細については、第6章「イン
タフェイス」を参照。

変換器のPAコネクタでの電圧
は少なくとも9V必要。
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7.4  エラーメッセージとその解決法

エラー
No.

表示 対策 アラーム出力

工場
設定

ユーザ
設定

エラー電流出力
工場
設定

ユーザ
設定

洗浄自動スタート

工場
設定

ユーザ
設定

E001 EEPROM
メモリエラー

変換器の電源を切り、再度オンにする。それで
もエラーが解除されなければ、最寄りの営業所
または代理店に機器の修理または交換を依頼す
る。
ハードウェアと互換性のあるソフトウェアを
ロードする。
測定するパラメータに合ったソフトウェアを
ロードする。

yes no

機器が調整されてい
ない、調整データが
無効、ユーザデータ
がない、またはユー
ザ デ ー タ が 無 効
（EEPROMエラー）
ソフトウェアがハー
ドウェア（セントラ
ルモジュール）と適
合しない

E002 yes no

－ *－

－*－

E026 ワイパエラー ワイパをチェックし、必要なら手動制御でテス
トする

yes no

E045 校正が中止された 校正をやり直す yes no

no

E055 測定値が測定レンジ
を下回った

測定方法、操作、接続をチェックする yes no no

E057 測定値が測定レンジ
を上回った

yes no

E059 温度が測定レンジを
下回った

yes no

E063 電流出力 1 が設定し
た初期値を下回った

設定をチェックする yes no

－ *－

no

no

no

E064 電流出力 1 が設定し
た最終値を上回った

測定値と電流割当てをチェックする yes no no

E065 電流出力 2 が設定し
た初期値を下回った

yes no

E066 電流出力 2 が設定し
た最終値を上回った

yes no

no

no測定値と電流割当てをチェックする

E008 センサまたはセンサ
の接続が不良

センサとセンサの接続をチェックする yes no no

E061 温度が測定レンジを
上回った

yes no no

測定値と電流割当てをチェックする

変換器の故障
ソフトウェアがハー
ドウェア（変換器）と
適合しない

E007 yes no － *－

E003 ダウンロードエラー 無効なコンフィグレーション。ダウンローの再
実行またはオプトスコープの動作を確認する。

yes no － *－

E004 機器のソフトウエア
バージョンが、機器
のハードウエアバー
ジョンと適合しない

機器のハードウエアに対応したソフトウエアを
ダウンロードする。
測定するパラメータに合ったソフトウェアを
ロードする。

yes no － *－

E067 リレー 1 が設定値を
超えた

yes no no

E068 リレー 2 が設定値を
超えた

yes no no

* このエラーが発生したときは、洗浄機能をスタートできません（フィールドF8はこのエラーに対し無効）。
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エラー
No.

表示 対策 アラーム出力

工場
設定

ユーザ
設定

エラー電流出力
工場
設定

ユーザ
設定

洗浄自動スタート

工場
設定

ユーザ
設定

E101 サービス機能作動中 サービス機能をオフにするか、変換器の電源を
切り、再度オンにする。

no no － *－

E080 電流出力1の 0/4 mA
と 20 mAの値の差が
小さすぎる

電流出力1の設定を調整する no no － *－

E084 校正警告 校正データは限度内だが、標準値から２倍以上
離れている

no no no

E106 ダウンロード中 ダウンロードが終わるまで待つ no no － *－

E081 電流出力2の 0/4 mA
と 20 mAの値の差が
小さすぎる

電流出力2の設定を調整する no no － *－

E100 電流シミュレーショ
ン中

電流シミュレーションをオフにする no no － *－

E152 PCSアラーム センサと接続をチェックする no no no

E153 オフセット 調整レンジを超えた no no no

* このエラーが発生したときは、洗浄機能をスタートできません（フィールドF8はこのエラーに対し無効）。

E116 ダウンロードエラー ダウンロードをやり直す no no － *－

E069 リレー 3 が設定値を
超えた

yes no no

E070 リレー 4 が設定値を
超えた

yes no no

E079 測定値が濃度テーブ
ルを外れた

yes no noセンサを洗浄し、テーブルをチェックする

E102 手動モードがオン

E155 アラーム上限閾値を
設定した遅延時間以
上越えた

yes no no

E154 アラーム下限閾値を
設定した遅延時間以
上越えた

測定値が正しいか他の計器で確認する。
センサの交換。
センサの校正。

yes no no

E156 設定した許容最大時
間を超えて測定値が
設定点を下がった

yes no no

E157 設定した許容最大時
間を超えて測定値が
設定点を超えた

yes no no

E162 注入制御停止 yes no no電流入力機能の設定の確認。

E171 流量計からの入力が
低すぎるまたは停止

yes no no電流入力の入力設定、または流量計の確認。

E172 電流入力のスイッチ
オフ点を超えた

yes no no電流入力の入力設定、または流量計の確認。

E173 電流入力が4mA以下 yes no no電流入力の入力設定、または流量計の確認。

E174 電流入力が20mA 以
上

yes no no電流入力の入力設定、または流量計の確認。
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8 診断と修理保守
8.1  用語の定義 診断とは、機器の故障と欠陥の究明を指します。

修理保守とは、以下の作業を意味します。
　- 不良と診断された部品の交換
　- 機器と測定システムの機能の検査
　- 機能の完全復旧
下記のエラー表に基づく診断は、その難易度と手持ち測定装置に応じて以下の要件に
該当する人が実施する必要があります。
　- 専門の訓練を受けた操作員
　- 電気技術者の資格を有する操作員
　- システムの据付け /操作に責任を負う会社
　- 弊社のサービス員
必要なスペアパーツの品番については、8.4項と 8.5項の表を参照してください。

8.2  安全に関する説明 警告：
●機器を開ける前に電源を切ってください。
　通電時の作業は訓練を受けた電気技師のみが行なうことができます。
●切り替え接点は別回路のものを使用している可能性があります。端子を取り扱うときは
　これらの回路も電源を遮断しなければなりません。
●注意：ESD
　電子部品は静電気に弱いものです。作業者はリストストラップを使用してPEまたは永
　久接地で放電するなど、保護措置を講じる必要があります。
●安全のため、オリジナルの部品のみを使用してください。オリジナル部品は修理後の機
　能、精度、そして信頼性を保証します。

8.3  診　　断 　問題発生時には、下表に基づいて診断を行なって下さい。
　スペアパーツの正確な品名とその取り付け法については、8.4.3項および8.5.3項を参照
してください。

問題 考えられる原因 テスト /対策 機器、スペアパーツ、要員

ディスプレイが暗い、
LEDが作動しない

- 電源の電圧が正しくない

- 供給電圧が誤っている /
  電圧が低すぎる

- 接続障害

- ヒューズが切れている

- 電源ユニットが不良

- セントラルモジュールが
  不良

- CUM 253：品番310のリボ
  ンケーブルがゆるんでい
  るか、不良

電源から電圧が来ているかチェッ
クする

電源電圧と銘板にある定格電圧を
比較する

端子が締められていない
絶縁体に端子が締められている
誤った端子が使用されている

ヒューズを交換する
電源電圧と銘板上の定格電圧を比
較する

電源ユニットを正しい品番のもの
と交換する

セントラルモジュールを正しい品
番のものと交換する

リボンケーブルをチェックし、必
要なら交換する

弊社サービス員によるオンサイ
ト診断（テストモジュール
LSCxxが必要）

電気技術者 /テスター等

オペレータ（電力会社の仕様書
またはテスター等）

電気技術者

電気技術者 /
正しいヒューズについては、
8.4.1項と 8.5.1項を参照

弊社サービス員によるオンサイ
ト診断（テストモジュール
LSGxが必要）

弊社サービス員によるオンサイ
ト診断（テストモジュール
LSCxxが必要）

CUM 253 用スペアパーツを参
照

ディスプレイが暗い、
LEDは作動している

セントラルモジュールが不
良（モジュール：LSCH/
LSCP）

セントラルモジュールを交換する

診断と修理保守
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問題 考えられる原因 テスト /対策 機器、スペアパーツ、要員
ディスプレイは測定値
を表示するが、
- 値が変化しない
- 変換器を操作できない

- モジュールが変換器に正し
   く取り付けられていない

- システム操作状態に問題
  がある

CUM 223：モジュールの取り付け
をやり直す
CUM 253：ディスプレイモジュー
ルの取り付けをやり直す

変換器の電源を切り、再度オンに
する

正しい電圧設定については、
8.4.1/8.5.1項を参照

診断できるのは弊社サービス員
のみ

8.4.1項と8.5.1項の組立図面を
参照

EMCの問題の可能性あり：問
題が解消しないときは、弊社
サービスに連絡し、取り付けの
チェックを依頼する。

変換器が熱くなる - 電圧が不正 /高すぎる

- 電源ユニットの故障

電源電圧と銘板上の定格電圧を比
較する

電源ユニットを交換する

テストに失敗した場合：モ
ジュールを交換する（正しい品
番のものを使用）。8.4.1項と
8.5.1項の展開図を参照。

モジュールテストの結果がOK
の場合：周辺機器をもう１度
チェックする。

スペアパーツについては8.4.4、
8.5.4項を参照

センサケーブルのシールドを
“S”端子に接続する。 アース接
続はしない。

濁度測定値/温度が不正 - 変換モジュールが不良
 （モジュール：MKT1）。
  7.3項にしたがってテスト
  および対策を講じ、問題
  の原因となっているセン
  サや配線を除去する。

－データ伝送上の問題

－センサケーブルが不正、
　ケーブルが長すぎる

測定入力を検査する：
センサシミュレーションは不可。
新しいセンサでチェックする

LSGA モジュール（AC 電源)、
LSGDモジュール(DC電源)を交換
する
ケーブルの経路をチェックする。
測定ラインを電源ラインと別に配
線する
CYK81ケーブルのみ使用可。
最大延長ケーブル長は200m。

シミュレーション値が不正の場
合：工場での再校正、または新
しいLSCxxモジュールが必要

シミュレーション値が正しい場
合：電流回線の負荷と絶縁を
チェックする

電流出力の異常 - 正しく校正されていない
- 負荷が過剰
- 電流回線に短絡または
  絶縁がある

- 電流出力設定ミス

テスターを電流出力に直接接続
し、内蔵の電流シミュレーション
機能でテストする

0-20 mAまたは4-20 mAが正しく
選択されているかチェックする

テストに失敗した場合：セント
ラルモジュールを交換する（正
しい品番のものを使用）

電流出力信号がない - 電流出力が不良
（モジュール：LSCH/LSCP）

テスターを電流出力に直接接続し、
内蔵の電流シミュレーションでテ
ストする。最初に安全のために電
流出力ラインを完全に遮断する。

CUM 253 用スペアパーツを参
照

追加されたリレーが動
作しない

- CUM253：品番320の
  リボンケーブルがゆるん
  でいるか、不良

リボンケーブルが正しく接続され
ているか確認する。必要ならば交
換する

詳細は弊社までお問い合わせく
ださい

plusパッケージを有効にするに
はLSCH/LSCPモジュールのシ
リアル番号が必要

拡張機能（plusパッケー
ジ）が使用できない

- リリースコードが使用さ
  れていない、または誤っ
  ている

- LSCH/LSCPモジュールの
  シリアル番号が誤り

アップグレードした場合：plus
パッケージの注文に正しいシリア
ル番号が使用されたかどうかを
チェックする

銘板のシリアル番号が LSCH /
LSCPのシリアル番号と一致する
かチェックする（フィールドS8）

詳しい説明は 8.5.5項に記載さ
れています。

LSCH/LSCPモジュール
の交換後に拡張機能
（plusパッケージ/ケモク
リーン）が使用できな
い

- 交換用モジュールLSCH
またはLSCPに工場で入力
されるシリアル番号は0000
です。plusパッケージやケ
モクリーンはリリースコー
ドを使って使用できるよう
にされていません。

SNR 0000のLSCH/LSCPの場合、
機器のシリアル番号はフィールド
E114からE116で１回だけ入力で
きます。
続いて plus パッケージ / ケモク
リーンのリリースコードを入力で
きます。

セントラルモジュールを交換する

現場操作員または弊社サービス

HART またはプロフィ
バスPAインターフェイ
スが機能しない

- セントラルモジュールが
  正しいものでない

- ソフトウェアが正しいも
  のでない

HART：LSCH-H1 / -H2を選択
プロフィバス PA：LSCPモジュー
ル。フィールドE112を参照

SWバージョン：フィールドE1x1を参照

診断と修理保守
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8.4.1  展開図

8.4  リキシスＭCUM 223の修理保守

図36

品番426a 
信号入出力用端子（外側） 

品番426b 
アラームリレー、 
電源用端子（内側） 

品番270 
濁度変換モジュールMKT1

品番400 
専用ねじ 

品番340 
エンドフレーム 

品番10/20 
電源ユニットLSGA/LSGD

エンドフレームラッチ 

品番320 
バックプレート 

品番310 
側板 
（リレーモジュールなし 
    バージョン用） 

品番40-90 
セントラルモジュール 
LSCH-x/LSCP

品番330 
変換器カバー 

品番430 
LSR1-xモジュール用 
端子 

品番290/300 
オプションリレーモジュール 
LSR1-x 
 
モジュールは表示のために 
180度回転させてあります 

品番10 
電源ユニットAC100 - 230V

電源電圧の選択 

ヒューズ 

230V

100V

115V

品番30/ジャンパ 
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品番 品　　名 名　称 機　　能 製品コード

　　　イタリック体イタリック体イタリック体イタリック体イタリック体で表記されたパーツはCUM223/253共通（8.5.4項参照）

10 電源ユニット LSGA AC 100/115/230 V 51500317

20 電源ユニット LSGD 24 V AC + DC 51500318

290 リレーモジュール LSR2-2 リレー2点 51500320

290 リレーモジュール LSR2-2i リレー2点 51504304

300 リレーモジュール LSR1-4 リレー4点 51500321

300 リレーモジュール LSR1-4i リレー4点 51504305

40 セントラルモジュール LSCH-S1 電流出力1点 51501228

50 セントラルモジュール LSCH-S2 電流出力2点 51501229

60 セントラルモジュール LSCH-H1 電流出力1点 + HART 51501230

70 セントラルモジュール LSCH-H2 電流出力2点 + HART 51501231

80 セントラルモジュール LSCP-PA プロフィバスPA/電流出力なし 51501232

90 セントラルモジュール LSCP-DP プロフィバスDP/電流出力なし 51502499

270 濁度変換モジュール MKT1 濁度 + 温度 51501209

310 サイドパネル 10個入りキット 51502124

340 エンドフレームプロフィバスDP D-subプラグインコネクタ付き 51501075

330, 400 ハウジングアセンブリ フロントパネル、ガスケット、 51501075

専用ねじ、テンションブラケット、

銘板付ハウジング

310, 320, ハウジング部品 背板、側面、エンドフレーム、 51501076

340, 400 特殊ねじ

426a, 426b 端子ブロックセット 入出力および電源 / 51501205

標準+HART アラームリレー用端子ブロック

426a, 426b 端子ブロックセット 入出力および電源 / 51502128

プロフィバス -PA アラームリレー用端子ブロック

426a, 426b 端子ブロックセット 入出力および電源 / 51502491

プロフィバス -DP アラームリレー用端子ブロック

430 端子ブロック リレーモジュール用端子ブロック 51501078

8.4.2  CUM 223の分解 ●機器の使用を中止するときは、プロセスに与える潜在的な影響を考慮してください。
●最初に、機器背面の端子ボックス（品番426b）を引き抜き、機器の電源を切ってください。
●次に、背面の端子ブロック（品番426a、および該当する場合は430も）を引き抜きます。
　これで機器の分解が可能となります。
●エンドフレームラッチ（品番340）を押しながら、フレームを引き抜いてください。
●専用ねじ（品番400）を時計の針と逆方向に回してゆるめます。
●電子ブロック全体をハウジングから取り出します。モジュールははめ込み式で、簡単に
　分解することができます。
　- プロセッサ/ディスプレイモジュールを前面に向かって引き抜いてください。
　- バックプレート（品番320）のタブを少し外側に引き、側面モジュールを取り外します。
●濁度変換モジュール（品番270）の取り外し
　-モジュールを上に向かって引き抜きます。

●組み立てるときは、分解と逆の手順を行ないます。
●工具を使用せずに専用ねじを手で締めます。
●組立間違いはありえません。はめ込み方法が間違っているモジュールブロックは、ハウ
　ジングに挿入できません。

8.4.3  CUM 223の組立て

8.4.4  CUM 223用
          スペアパーツ

診断と修理保守



濁度計変換器リキシスM

71エンドレスハウザー ジャパン

8.5  リキシスＭCUM 253の修理保守

8.5.1  展開図

図37

100V

品番10 
電源ユニットAC100 - 230V

230V

115V

ヒューズ 
ジャンパ 

電源電圧選択 

電子基板ボックスとリレーモジュールLSR1-x（下） 
および電源ユニットLSGA/LSGD（上） 

ヒューズは電子基板ボックスを 
取り付けた状態で取扱可能 

品番410 
ディスプレイカバー 

品番460b 
カバー用ねじ 

品番460a 
カバー用ねじ 

品番420 
接続部カバー 

品番40-90 
セントラルモジュール 
LSCH-x/LSCP

品番370 
フロントパネル 

品番310/320 
リボンケーブル 

品番270 
変換モジュールMKT1

品番10/20 
電源ユニットモジュール 
LSGA/LSGD

品番340 
ドッキングアセンブリ 
LSK1

品番290/300 
リレーモジュール 
LSR1-x

品番450c 
ドッキングアセンブリ用ねじ 
K4x10

品番480 
ケーブルグランド 

品番470 
電源接続用差し込み型端子 

品番330 
電子基板ボックス（空） 

品番450b 
セントラルモジュール用ねじ 

上 
下 

品
番
43

0
ヒ
ン
ジ
 

品番450a 
電子基板ボックス用ねじK4x10

品番400 
ハウジング 
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8.5.2  CUM 253の分解 ●接続部カバー（品番420）を開いて取り外します。
●電源接続用端子（品番470）を引き抜いて機器の電源を切ってください。
●ディスプレイカバー（品番410）を開き、電子基板ボックス（品番330）側面のリボン
　ケーブル（品番310/320）を取り外してください。
●電子基板ボックス（品番330）の取り外し：ハウジングのねじ（品番450a）を２回転ほ
　どゆるめてから、ボックス全体をうしろにスライドさせ、上に引き抜いてください。

モジュールの留め金がはずれないように注意してください。
●モジュールのラッチを外向きに曲げ、モジュールを取り外します。
●セントラルモジュール（品番40）の取り外し：ディスプレイカバー用ねじ（品番450b）
　をゆるめ、セントラルモジュールをディスプレイカバーから取り外してください。
●ドッキングアセンブリ（品番340）の取り外し：ドッキングアセンブリ用ねじ（品番450C）
　を取り外し、アセンブリ全体を上方に引き抜いてください。
●変換モジュール（品番270）の取り外し：モジュールを上に向かって引き抜いてください。

8.5.3  CUM 253の組立て ●モジュールを電子基板ボックスのガイドレールに慎重に差し込み、ボックスの突起に　
　引っ掛けてください。
●電子基板ボックスへモジュールを誤った方法で挿入すると、リボンケーブルの差込みが
　行なえず、操作することができません。
●カバーガスケットはクラス保護等級IP 65を保証するために必要ですので、カバーガス
　ケットが傷付いていないことを確認してください。

8.5.4  CUM 253用
          スペアパーツ

品番 品　　名 名　称 機　　能 製品コード

　　　　イタリック体イタリック体イタリック体イタリック体イタリック体で表記されたパーツはCUM223/253共通（8.4.4項参照）

10 電源ユニット LSGA AC 100/115/230 V 51500317

20 電源ユニット LSGD 24 V AC + DC 51500318

290 リレーモジュール LSR2-2 リレー2点 51500320

290 リレーモジュール LSR2-2i リレー2点 51504304

300 リレーモジュール LSR1-4 リレー4点 51500321

300 リレーモジュール LSR1-4i リレー4点 51504305

40 セントラルモジュール LSCH-S1 電流出力1点 51501228

50 セントラルモジュール LSCH-S2 電流出力2点 51501229

60 セントラルモジュール LSCH-H1 電流出力1点 + HART 51501230

70 セントラルモジュール LSCH-H2 電流出力2点 + HART 51501231

80 セントラルモジュール LSCP-PA プロフィバスPA/電流出力なし 51501232

90 セントラルモジュール LSCP-DP プロフィバスDP/電流出力なし 51502499

270 濁度変換モジュール MKT1 濁度 + 温度 51501209

370, 410, ハウジングカバー ディスプレイカバー、接続部カバー、 51501068

420, 430, フロントパネル、ヒンジ、

460 カバー用ねじ、小型部品

400, 480 ハウジング ハウジング底板、ケーブルグランド 51501072

330, 340, ハウジング内部部品 ドッキングアセンブリ、 51501073

450 空の電子基板ボックス、小型部品

310, 320 リボンケーブル リボンケーブル2本 51501074

430 ヒンジ ヒンジ2組 50501069

470 電源端子 電源接続用端子 51501079

診断と修理保守
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　オプトスコープを使用すれば、リキシスを取り外したり開いたりせずに、また機器にコネクタ等を
接続することなく記録とソフトウェアアップデートを行なうことが可能です。
　オプトスコープはリキシスとパソコン間のインタフェースの役割を果たします。情報のやりとりは
リキシス上の光インタフェースとパソコンのRS-232インタフェースを介して行なわれます。
　取り扱いと操作についてはオプトスコープの操作説明書に記載されています。
　オプトスコープにはWindowsソフトウェアが付属します。
　オプトスコープはマイコム CxM 152およびマイプロ CxM 431にも適用できます。オプトスコープ
は必要な付属品と一緒にハードケースに入っています。
　オプトスコープの製品コード：51500650

注：
　交換用セントラルモジュールLSCx-xは、シリアルナンバー0000で工場から出荷されます。シリア
ルナンバーとリリース番号は、plusパッケージとケモクリーンに対してリンクされているため、モ
ジュール交換後に既存のplusパッケージやケモクリーンが動作しない可能性があります。セントラル
モジュールの交換後は、設定データはすべて工場設定にリセットされます。

セントラルモジュールの交換後は以下の手順にしたがってください。
●可能ならば、以下のようなユーザ設定内容あらかじめを記録しておいてください。
　- 校正データ
　- 濁度および温度の電流割当て
　- リレー機能の選択
　- 警報出力 /制御出力の設定
　- 洗浄の設定
　- モニタリング機能
　- インターフェースパラメータ
● 8.4.2項または 8.5.2項にしたがって機器を分解してください。
●セントラルモジュールの製品コードを見て、新しいモジュールと古いモジュールが同じ種類かどう
　か確認してください。

● 8.4.3項または 8.5.3項の説明にしたがって変換器を組み立ててください。
●変換器を始動し、基本機能（測定値と温度の表示、キーボード操作等）をテストしてください。
●変換器のシリアル番号を入力してください。
　- 銘板に記載されているシリアル番号（“ser-no”）を確認してください。
　- その番号をフィールドE 114（年）、E115（月）、E 116（連番）に入力してください。
　- フィールドE 117は全部の番号の確認のために表示します。正しければENTERキーで確定し、
　   間違っていれば中止して再入力してください。
　仕様コード入力方法：
　Ａ．Ｆ．ＦＦＦＦ．ＡＡ．ＦＦＦ

　　　　　　　E116（連番）
　　　　E115（月）
　　E114（年：1998=0、1999=1、2000=2）
注意：工場直送のシリアルナンバーが0000の新品モジュールの場合、シリアルナンバーは１回しか
入力できません。Eキーで確定する前に入力が正しいかどうか確認してください。誤ったコードを入
力すると、拡張機能が使用できなくなります。シリアル番号の入力ミスは工場でしか訂正できません。
●plusパッケージが有効になっていること（機能グループ「チェック」（Ｐ）にアクセスできる等）、
　またケモクリーン機能を確認してください。
●変換器のユーザ設定を復元してください。

8.5.5  特別なケース：
セントラルモジュールの交換

　スペアパーツはお近くの営業所または販売代理店にご注文ください。その際は8.4.4項または8.5.4
項に記載の製品コードを指定してください。
間違いを防ぐため、スペアパーツご注文の際は以下のデータをご明記ください。
　- 変換器仕様コード（order code）
　- シリアル番号（ser-no）
　- ソフトウェアバージョン
仕様コードとシリアル番号は変換器の銘板を参照してください。
ソフトウェアバージョンは変換器動作中にフィールドE111で表示されます。

8.6  スペアパーツの注文

8.7  サービス機器
   　　「オプトスコープ」

診断と修理保守
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8.8  測定システムの
      修理保守

8.8.1  濁度測定機器 　CUS31、CUS41センサは、測定値処理機能がセ
ンサに内蔵されており、測定値がRS-485デジタ
ルインターフェイス経由でCUS223/253変換器に
伝送されるため、センサシミュレーションを行
なうことができません。従って、測定ポイントの
テストは正常なセンサでのみ実施できます。

測定ポイントテストの手順：
●＋キーを使うなどして、変換器および表示が
　正常に操作できるかどうか確認してください。
●電流シミュレーション機能（フィールドO32）
　で電流出力のチェックを行なってください。
●センサ電圧をチェックしてください。
　（端子87（＋）、88(-)間で約10～ 16V）

8.8.2  濁度センサ
　　　CUS31/41

　濁度センサCUS31/41の詳細については、11章
「センサの概要」を参照してください。これらの
センサには、センサ自身にデジタル信号処理機
能が内蔵されており、変換器とはRS485インター
フェイスを介して通信を行ないます。センサ
データ（工場校正データ、ユーザ校正データ）は
センサ内のROMに保存されています。

8.8.3  ホルダ 　ホルダの詳細については、11章「センサの概
要」を参照してください。CUS31/41で使用でき
るホルダは次の通りです。

タンク、開放路用ホルダ：
●フレックスディップ廃水用ホルダ CYA112
●フレックスディップホルダ固定用機器 CYH112

流通型ホルダ：
●CUA250-A/B
●配管取付用フランジアダプタCUA120-B

8.8.4  センサ、変換器の交換

●電圧が低い場合、変換器またはセンサに原因
　があるかもしれません。次の手順にすすんで
　ください。
●新しいセンサを接続して再確認ください。
－正しく機能した場合 -> センサの不良
－センサ電圧が低かった場合 -> 電源モジュール
　LSGA/LSGD（品番10/20、正しい品番を選択の
　こと）を交換してください。
● 新しいセンサで、センサ電圧はOKだが、濁
　度測定値が表示されない場合 -> 変換モジュー
　ルMKT1を交換してください。

●CUS31-xxA、CUS41センサの交換
　校正データは全てセンサ内部に保存されてい
ます。校正データセット1（読み取り専用）を使
用している場合、センサ交換後の再校正の必要
はありません。ユーザ任意の校正は再度行なっ
てください。

●CUS31-xxE、CUS31-xxSセンサの交換
　校正データは全てセンサ内部に保存されてい
ます。センサの校正はホルダと一緒に行ないま
す純水/超純水アプリケーションの場合、新たな
校正の必要はありません。センサ校正データは
自動的にセンサに伝送されます。

リトラクタブル型ホルダ
●CUA451

純水/超純水アプリケーション用：
●CUS31-xxE：ホルダ一体型センサ
● CUS31-xxS：気泡トラップ付ホルダ一体型センサ

●変換器の交換
　変換器は「プラグ＆プレイ」です。ユーザ校正
データはセンサ内に保存されます。変換器の交
換の際は、これらユーザ校正データは自動的に
センサから変換器へ伝送されます。従って再校
正の必要はありません。

診断と修理保守
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９．アクセサリ 中継端子箱VBMの寸法

図38

●延長ケーブルCYK81
　濁度センサCUS31/41用延長ケーブル
　製品コード：51502543

- ソフトウェアアップグレード
　（変換器のシリアル番号を注文時に
　明記してください）
●plusパッケージアップグレード
　製品コード：51500385
●ケモクリーンアップグレード
　製品コード：51500963
●ケモクリーン用4点リレーボード
　製品コード：51500321

注：
中継端子箱内に湿気や結露が発生しないよ
う、乾燥剤を定期的に交換してください。

接続用アクセサリ

●中継端子箱 VBM
　センサと変換器間の測定ケーブル延長用
　中継端子箱、PG13.5ケーブル口付
　材　　質：アルミニウムダイキャスト
　保護等級：IP65
　製品コード：50003987

●中継端子箱RM
　センサと変換器間の測定ケーブル延長用
　中継端子箱、PG13.5ケーブル口付
　材　　質：アルミニウムダイキャスト
　保護等級：IP65
　製品コード：51500832
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製造者 Endress+Hauser
製品名 リキシスＭ   CUM223（パネルマウント型）

リキシスＭ   CUM253（屋外設置型）

低／中濃度用濁度センサCUS31使用時
測定レンジ 0.000～ 9999 FNU、0.00～ 3000 ppm、

0.0～ 3.0 g/l、0.0～ 200.0 %
濁度オフセットレンジ ±99.99FNU,± 99.99ppm,± 99.9g/l, ± 99.9%

基本部

入力部 測定タイプ 濁度／SS･MLSS濃度／温度

温度測定
温度センサ NTC、25℃の時30kΩ
温度測定レンジ －5.0～ 70.0℃
温度オフセットレンジ ±5℃

濁度／SS･MLSS濃度／温度信号入力
センサインターフェイス デジタル
最大ケーブル長 200 m

外部デジタル入力1、2
電　　圧 10～ 50 V
消費電流 最大10 mA

濁度／SS･MLSS濃度測定信号出力
電流レンジ 0/4～ 20 mA、絶縁出力

エラー電流：2.4/22 mA
最大負荷 500Ω
最大分解能 700デジット /mA
出力レンジ 可変、最小Δ0.1FNU,Δ 0.1ppm,Δ 0.1g/l, Δ 0.1%
絶縁電圧 最大350V rms / DC 500 V
過電圧（避雷）保護 EN 61000-4-5

温度信号出力（オプション）
電流レンジ 0/4～ 20 mA、絶縁出力
最大負荷 500Ω
最大分解能 700デジット /mA
出力レンジ 測定レンジ最大値のΔ10～Δ100%の範囲で可変
絶縁電圧 最大350Vrms / DC500 V
過電圧（避雷）保護 EN 61000-4-5

外部電圧出力
出力電圧 15V± 0.6 V
出力電流 最大10 mA

接点出力
定格電流： 抵抗負荷（cosφ=1） 最大2 A

力率負荷（cosφ=0.4） 最大2 A
定格電圧： 許容電圧 最大AC 250 V、DC 30 V
定格電力： 抵抗負荷（cosφ=1） 最大AC 500 VA、DC 60 W

力率負荷（cosφ=0.4） 最大AC 500 VA、DC 60 W

出力部

警報接点
オン／オフ遅延 0～ 2000秒

高濃度用濁度センサCUS41使用時
測定レンジ 0.00～ 9999 FNU、0.00～ 9999 ppm、

0.0～ 300.0 g/l、0.0～ 200.0 %
SS･MLSS濃度オフセットレンジ ±99.99FNU,± 99.99ppm,± 99.9g/l, ± 99.9%

10．仕　　様

電流入力
入力範囲 4 ～ 20mA 絶縁
負荷 260Ω / 20mA時 (電圧降下5.2V)

仕様
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制御接点
機能（可変） パルス長／パルス周波数
制御応答 P、PI、PD、PID
コントロールゲイン　Kp 0.01～ 20.00
積分動作時間　Tn 0.0～ 999.9分
微分動作時間　Tv 0.0～ 999.9分
パルス幅 0.5～ 999.9秒
パルス周波数 60～ 180分－１

基本負荷 0～ 40％　最大制御量の設定値に対して

アラーム出力
機能（切替可） 連続／ワンショット
アラーム閾値 濁度／SS･MLSS濃度／温度：測定レンジ全体
アラーム遅延 0～ 2000秒（分）

低／中濃度用濁度センサCUS31使用時
分解能 0.001 FNU、0.01 ppm、0.01 g/l、0.1%、0.01mg/l
表示精度* 測定値の±2%（最小0.02 FNU）
再現性 * 測定値の±1%（最小0.01 FNU）
測定精度*、濁度信号出力 電流出力レンジの1%（最小0.02 FNU）

温度測定
分解能 0.1℃
表示精度* 測定レンジの1.0%
測定精度*、温度信号出力 電流出力レンジの1.25%

周囲温度（標準使用環境） －10～ 55℃
周囲温度（一時使用環境） －20～ 60℃
保管／輸送温度 －25～ 65℃
湿度（標準使用環境） 10～ 95% ただし結露なきこと
パネルマウント型保護等級 IP54（フロント）、IP30（ハウジング）
屋外設置型保護等級 IP65
EMC 放射、耐性：EN61326：1997 /AI：1998

パネルマウント型寸法 96× 96× 145 mm
（高さ×幅×奥行）
バックスペース 約165 mm
屋外設置型寸法（高さx幅x奥行） 247× 170× 115 mm
パネルマウント型質量 最大0.7 kg
屋外設置型質量 最大2.3 kg
表示部 液晶ディスプレイ（LCD）
端子台 最大使用ケーブル断面積2.5 mm2

材　質
パネルマウント型ハウジング ポリカーボネート
フロントパネル ポリエステル、UV耐性
屋外設置型ハウジング ABS PC Fr

供給電圧 AC100/115/230V+10/-15%、48～62Hz
AC/DC24V +20/-15%

消費電力 最大7.5VA
ヒューズ 250V / 3.15A　セミタイムラグ特性

* IEC746-1に準拠

精　　度

使用環境

電源部

出力部（続き）

高濃度用濁度センサCUS41使用時
分解能 0.01 FNU、0.01 ppm、0.01 g/l、0.1%、0.01mg/l
表示精度* 測定値の±2%（最小0.02 FNU）
再現性 * 測定値の±1%（最小0.01 FNU）
測定精度*、濁度信号出力 電流出力レンジの1%（最小0.02 FNU）

外形部

仕様
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11.センサの概要
11.1特　長 ●センサボディは耐食性に優れたプラスチック製（PVC製）です。.

●センサは、すべて工場であらかじめ標準液による校正後出荷されていますので、設置後
　すぐに測定できます。
●校正データはセンサ内のロムに測定対象（ホルマジン、カオリン/ ポリスチレン、SiO2、
　標準活性汚泥、　標準消化汚泥）別にプリセットされています。
●任意のサンプル液を使った校正も可能です。
●標準とワイパ洗浄付の2種類あります。
●ワイパ洗浄の洗浄時間、洗浄周期がタイマー設定できます。
●低中濃度用センサCUS31と高濃度用センサCUS41には互換性があります。
●センサがコンパクトなため、設置場所の自由度が拡大しました。
●測定システムの異常を知らせる自己診断機能が搭載されています。
●常温で耐圧が6気圧まで使用可能です。
●最大200ｍまでのセンサケーブルの延長が可能です。
●保護等級は IP68です。　
●センサの測定窓は、高硬度なサファイア製で耐摩耗性に優れています。

11.2外形図

材質：センサボディ　　PVC
　　　レンズ　　　　　サファイア　
　　　センサケーブル　TPE

図39

　①発光部
　②受光部
　③受光部
　④洗浄用ワイパ（オプション）

洗浄用ワイパ 

Ø40
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mm

NPT "

G1

外形図 センサ面

図40

センサの概要
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11.3仕様コード CUS31

ケーブル長 

ワイパ洗浄なし Ａ 

15ｍケーブル 
 
 

洗　浄 

ワイパ洗浄付 Ｗ 

･･････ 

  7ｍケーブル 

４ 

２ 

Ａ 
Ｅ 

Ｓ 

ホルダなし 

ホルダ一体型（気泡トラップなし） 

ホルダ一体型（気泡トラップ付） 

CUS31－ 

･･････ 

･･･ 

･･･ 

ホルダ 

低中濃度用濁度センサ 

CUS41

ケーブル長 

ワイパ洗浄なし Ａ 

15ｍケーブル 
 
 

洗　浄 

ワイパ洗浄付 Ｗ 

･･････ 

  7ｍケーブル 

４ 

２ 

CUS41－ 

･･････ 

･･･ 

･･･ 

高濃度用濁度センサ 

11.4アクセサリ スプレーヘッド
CUR4

CUR4は、CUS 31/41センサ用、センサ洗浄
スプレーヘッドです。

図41

44
30

100

センサ 

適合ホース 
内径φ8　外径φ10

型　　　式 
ＣＹＫ81
ＶＢＭ 

50057944
CUR3
CUR4

　 
交換用ワイパーブレードCUSx1－Ｗ用　３個入り 

CUA250型流通ホルダ用センサ洗浄スプレーノズル 

CUY31

 
  

CUSx1／－Ｗ用校正チャンバ 

CUSx1／－Ｗ用センサ洗浄スプレ－ヘッド 

延長用防水端子箱 
センサ用専用延長ケーブル　 

備　　　　　　　　考 

センサの概要
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11.5.センサの取付 CUS31-xxE
11.5.1純水 /飲料水用
　ホルダ一体型センサ
　（CUS31)

CUS31-xxE取付上の注意
●ホルダは縦配管に設置して下さい。
●液が下から上へ流れるように設置して下さい。
●ホルダは配管にJIS20A用アタッチメント（付属品）を接着し、取り付けて下さい。
●必要に応じて、壁取付用金具（付属品）でホルダを固定して下さい。

　液中に気泡が含まれているアプリケーションでは、測定できません。この場合は
CUS31-xxSを御使用下さい。

図42

流れの方向
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A

3/4"
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A 拡大図

CUS31-xxS

図43

　配管内が常圧の場合、液中にミクロな気泡が含まれる場合がありますので、ホルダの出
口側に絞り弁を設ける、もしくは、ワイパ洗浄付センサを使用するなどして、ミクロな気
泡を潰す対処を施して下さい。ホルダの耐圧は常温で6気圧です。

CUS31-xxS取付上の注意
●ホルダは横配管に設置して下さい。
●液が矢印の方向へ流れるように設置して下さい。
●ホルダは配管にJIS20A用アタッチメント（付属品）を接着し、ユニオンナットを締め
　て取りつけて下さい。
●必要に応じて、壁取付用金具（付属品）でホルダを固定して下さい。
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ホルダ仕様
使用温度範囲：－10～＋55℃（プロセス）、－10～＋60℃（保管時）　　　　　　　

　ただし凍結なきこと
使用流量範囲：0.83～ 16.6 l/ 分
耐　圧　　　：6気圧 /常温
ホルダ材質
　本　　体　：PVC
　Oリング　：EPDM
取　　合　　：JIS20Aの配管

ホルダ一体型センサ
（CUS31-xxE/S）
設置方法

１． 正しい設置例：測定後の減圧。
２． 悪い設置例：測定前の減圧。気泡が発生し易くなります。
３． 正しい設置例：測定水流出口が上方を向いていて、空気の抜ける穴がある。
４． 悪い設置例：測定水流出口は上方を向いているが、空気抜け穴がない。
５． 正しい設置例：流入圧があり、流出口は上方に向ける。上方に向けることで加圧され
気泡の形成を防ぐ
６． 場合により可能例：流量調整用弁で圧力を調整

注）流出管は長すぎたり細すぎたりしないようにしてください。圧力が発生します。空気
穴は必要です。定期的に配管をオープンにするなどして下さい（サイフォンによる流れを
防ぐため）
７． 正しい設置例：ホース先は上向き
８． 悪い設置例：ホース先が下向き

図44

ホルダ一体型センサCUS31-xxEまたは気泡トラップ付きホルダ一体型センサCUS31-xxS
はホルダとセンサ一体での校正済みです。従いまして現場で校正を行う必要はありませ
ん。

センサの概要
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11.5.2浸漬型ホルダ

　　　　　配管内にセンサを設置する場合や、槽壁
の直近にセンサを設置する場合は、センサ
光源の跳ね返りを考慮し、配管壁または槽
壁とセンサ設置距離を15cm以上離して設
置することをお勧めします。
測定濃度により距離は左図のグラフに示す
ように変化します。

B：反射のある配管や槽壁
A：反射のない配管や槽壁

取付上の注意

図45

自浄洗浄作用

　　　　　センサは自浄洗浄作用を持たせているた
め、測定面が斜めにカットされています。
センサは左図のように測定面で液の流れを
受ける向きで取り付けて下さい。

センサCUS31

流れの向き 

図47

注意：
●流れが弱くセンサの自浄作用では不十分の場合、ワイパ洗浄装置付センサCUS41-Wも
　しくは水、薬液洗浄装置の装備をして下さい。
●吊り下げ型ホルダ使用時は、槽中の液位の変化や流速の変化により、センサ面と槽の壁
　の距離が移動する場合がありますので、ご注意下さい。

センサ取付手順
　　　　　1.浸漬パイプのケーブルカバーを取り外します。
　2.センサケーブルをセンサパイプに通します。
　3.浸漬パイプにセンサをねじこみます。このとき、ケーブルがねじられ、強いテンショ
　　ンがかからないよう注意して下さい。
　4.浸漬パイプにケーブルカバーを取り付けます。
　5.センサケーブルを変換器または、防水延長用端子箱に接続します。

槽に浸漬ホルダを使用してセンサを設置す
る場合は、四方の槽壁から15cmの距離が保
てる位置に設置してください。水面からは
最低4cmの深さにセンサ下端がくるように
設置してください。

図46

 

センサの概要
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11.5.3流通型ホルダ 取付上の注意

●ステンレスなどの反射する材質を使用した配管の場合は配管径は100mm以上。
●センサは流れの安定した所に設置してください。
●センサ表面は流れに直面して設置してください（自洗効果）。
● 垂直配管で、流れが下から上の箇所が最適な設置場所ですが（例：１）、平行配管であっ
ても設置可能です（例：５）。
● 空気だまりや浮遊物の溜まる箇所への設置は行わないでください（例：３、２）。
● 流れが上から下となる箇所への設置は行わないでください（例：４）。

●左図を参考に、センサ面方向の反射光が
　逃げ、反射光の影響を受けにくくなる向
　きにセンサを取り付けて下さい

図48

図49

反射光 

配管取付用フランジアダプタCUA120

図50

φ60

φ60.5

φ120

φ155

約
26

0

47
18

JIS10K50A相当 

取付ける配管の径は 
100A以上必要 

1

取付フランジ（納入範囲外） 

2

シール部 

3

ルーズフランジ（納入範囲外） 

4
ボルト／ナット（納入範囲外） 

1 

2

3
 

4 

5
センサカバー 

6

位置決め穴 

7

センサ取付ナット 

8

センサ（納入範囲外） 
5 

6

7
 

8 

センサの概要
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センサ取付手順
　1.ユニオンナット、センサカバーとセンサ取付ナットにセンサケーブルを通します。
　2.センサをセンサカバーにねじ込みます。センサをねじ込む時、ケーブルがねじられ、
　　強いテンションがかからないよう注意して下さい。
　3.位置決め穴を参考に、センサ面の向きが、測定に適した方向（取付上の注意を参照）
　　になるように配管に取り付けて下さい。

流通型ホルダCUA250-A

流通型ホルダCUA250-B

図51

図52

227

26
4

φ73

20A

14
2

φ
58

20A

ユニオンナット 

1 

1 本　体 
2 洗浄ノズル取付穴 
3 ユニオンナット 
4 センサカバー 

3

6 

 

5 センサ取付ネジ 
6 センサ（納入範囲外） 

2 4 5

1 本　体 
2 洗浄ノズル取付穴 
3 ユニオンナット 
4 センサカバー 

3  

5 センサ取付ネジ 
6 センサ（納入範囲外） 2 4 5

227

φ73

φ63

φ
58

14
2

61

CUA120-A　仕様
材　質：本　体　　　　SUS316Ti

　センサカバー　PVC
　Oリング　　　EPDM

耐　圧：0.6MPa/25℃、0.3MPa/50℃、
　0.1MPa/60℃

使用温度範囲：連　続 10～＋55℃
　非連続 10～＋60℃
　保管時 20～＋65℃

CUA250-A/B　仕様
材　質：本　体　　PVC

　Oリング　EPDM
耐　圧：0.6MPa/25℃

　0.3MPa/50℃
　0.1MPa/60℃

使用温度範囲：連　続　10～＋55℃
　　　　　　　非連続　10～＋60℃
　　　　　　　保管時　20～＋65℃　

ＣＵＡ２５０ 接続口径　JIS20A

接続口径　DN63Ｂ 

流通型センサホルダ 

Ａ 

ＣＵＡ１２０ JIS10K50A相当フランジ 
（2"以上のフランジでも 
　取付可能） 

配管取付用フランジアダプタ 
Ａ 

センサの概要
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センサ取付手順
　1.ユニオンナット、センサカバーとセンサ取付ナットにセンサケーブルを通します。
　2.センサをセンサカバーにねじ込みます。センサをねじ込む時、ケーブルがねじられ、
　　強いテンションがかからないよう注意して下さい。
　3.位置決め穴を参考に、センサ面の向きが、測定に適した方向（取付上の注意を参照）
　　になるように配管に取り付けて下さい。

リトラクタブル型ホルダCUA451

CUA451　仕様
材　質：本　体　　　　SUS316L

　Oリング　　　バイトン
　エアーリリーフ
　バルブ　　　　ニッケル鉛真鍮

耐　圧：0.2MPa（手動操作時）
　1.0MPa（自動操作時）

使用温度範囲：0～ 80℃
質　量：約8～11kg（機種により異なる）
　　　　

型式および仕様コード

図53

ＣＵＡ４5１

ストローク／
挿入深さ

ロングストローク、挿入深さ約270mm

ＣＵＡ４5１－

Ｂ･････････････
G1付 CUS41用

ショートストローク、挿入深さ約170mm
（プロセス接続AとBのみ）

G1付 CUS65用（国内未導入）

Ａ･････････････

１･･････････
２･･････････

センサタイプ

G2 ネジA ･･･････
溶接継手付G2 内ネジ　h = 50mmB ･･･････
フランジ DN／PN16 EN 1092／1C ･･･････
フランジ ANSI 2"D ･･･････

プロセス接続

CUA451

1 ボール弁閉開用ハンドルレバー 
2 ハンドル 
3 エアーリリーフバルブ 
4 DN50/PN16フランジ 
5 センサ　＊ 

＊納入範囲外 

32

10
5

14
（
ワ
イ
パ
な
し
）
 

20
（
ワ
イ
パ
付
）
 

 

22
7

53 85

Ø49.5 mm

1

2

3

4 

5

センサの概要
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11.5.4ワイパ洗浄装置

●ワイパ停止位置が上図の範囲に入っていることを確認して下さい。

①ワイパ停止位置（±20゜）

注意
●センサ面を尖った物にぶつけないで下さい。
●センサを落としたりしないで下さい。
●センサ面のレンズが汚れていると、測定に影響を与えますので、定期的にセンサ面の汚
　れを除去して下さい。通常はブラシや布を使い、水で濯ぎながら汚れを落として下さい。
●油汚れには、皿等用の家庭用洗剤をお使い下さい。
●石灰質の付着には、注意深く短時間（30～60秒）内に限り酸で濯ぎ落とすことが可能
　です。

図54

ワイパの動作
●CUS31-Wでは、センサ面にワイパ洗浄装置が装着されています。
●洗浄時間、洗浄周期のタイマー設定は、変換器CUM223/253にて設定ができます。
　（6.2.2項を参照）

① 

LED

フォトダイオード 

ワイパーアーム 

センサ面 

11.5.5センサのメンテ
　　　ナンス

センサの概要
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11.6　センサの仕様

材　　質
センサ本体 PVC
ケーブル TPE
測定窓 サファイア
Oリング EPDM

測定原理 ISO7027に準ずる90度散乱光方式
測定レンジ CUS31：0.000～ 9999 FNU,  0.00～ 3000 ppm,

　　　    0.0～ 3.0 g/l,  0.00～ 200.0％
CUS41：0.00～ 9999 FNU,  0.00～ 9999 ppm,
　　　　0.0～ 300 g/l,  0.0～ 200.0％（測定液に依る）

測定精度 測定値の±5％（最小0.02 FNU）
再現性 測定値の±1％（最小0.01 FNU）
発光部 LED
受光部 フォトダイオード
測定波長 880 nm
リファレンス補償機能 フォトダイオードにより検出
使用校正液 ホルマジン標準液/SiO2　クリーンルームにて工場校正済み
耐　　圧 25℃/0.6MPa,  50℃/0.1MPa
ケーブル  4芯専用ケーブル
センサケーブル最大延長距離 200 m
温度素子 NTC
プロセス使用温度範囲 －   5～ 50℃
保管使用温度範囲 －20～ 60℃
保護等級 IP68

ホルダ仕様（CUS31-xxE、CUS31-xxS）
使用温度範囲 連続：－10～ 55℃、非連続：－10～ 60℃

（ただし凍結なきこと）
使用流量範囲 0.83～ 16.6 l/分
ホルダ材質 本体：PVC、Oリング：EPDM
取　　合 JIS20Aの配管
耐　　圧 25℃/0.6MPa、50℃/0.1MPa

センサの概要
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0.
0～

30
0 
g/
l 

0.
0～

20
0.
0 
%
 

 C
U
S
31

使
用
時
：
 

0.
00
0～

99
99
 F
N
U
 

0.
00
～
30
00
 p
pm

 (
m
g/
l）

 
0.
0～

3.
0 
g/
l 

0.
0～

20
0.
0 
%

Z

Z
1

Z
2

Z
3

機
能
グ
ル
ー
プ
 

電
流
入
力
 

本
流
の
流
量
モ
ニ
タ
機
能
 

の
選
択
 

of
f、

on

制
御
機
能
停
止
ま
で
の
 

遅
延
時
間
 

0～
20

00
秒
 

制
御
機
能
再
開
ま
で
の
 

遅
延
時
間
 

0～
20

00
秒
 

Z
4

Z
5

Z
6

制
御
停
止
の
閾
値
の
設
定
 

 0～
10

0％
 

停
止
方
向
の
選
択
 

 Lo
w
、
H
ig
h

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
の
 

フ
ィ
ー
ド
フ
ォ
ワ
ー
ド
 

制
御
の
選
択
 

of
f、

lin
、
B
as
ic

Z
7

調
整
利
得
=1

の
フ
ィ
ー
ド
 

フ
ォ
ワ
ー
ド
制
御
に
 

見
合
う
値
の
選
択
 

0～
10

0％
 

メニュー構造
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R
R
1

機
能
グ
ル
ー
プ
 

リ
レ
ー
 

設
定
す
る
接
点
の
選
択
 

 R
el
1、

R
el
2、

 
R
el
3、

R
el
4

LC
 P
V
＝
 

濁
度
警
報
出
力
 

R
2 
(1
)

LC
 ℃

＝
 

温
度
警
報
出
力
 

R
2 
(2
)

P
ID
制
御
出
力
　
R
2 
(3
)

洗
浄
タ
イ
マ
ー
　
R
2 
(4
)

C
le
an
＝
 

ケ
モ
ク
リ
ー
ン
 

（
R
el
3、

R
el
4の

み
）
 

R
2 
(5
)

接
点
の
設
定
 

R
2

測
定
レ
ン
ジ
：
 

（
セ
ン
サ
）
 

C
U
S
41

使
用
時
：
 

0.
00

～
99

99
 F
N
U
 

0.
00

～
99

99
 p
pm

 (
m
g/
l）

 
0.
0～

30
0 
g/
l 

0.
0～

20
0.
0 
%
 

 C
U
S
31

使
用
時
：
 

0.
00

0～
99

99
 F
N
U
 

0.
00

～
30

00
 p
pm

 (
m
g/
l）

 
0.
0～

3.
0 
g/
l 

0.
0～

20
0.
0 
%
 

 測
定
レ
ン
ジ
：
 

（
変
換
器
）
 

0～
99

99
 F
N
U
 

0～
99

99
 p
pm

 (
m
g/
l）

 
0～

30
0 
g/
l 

0～
20

0 
%
 

-5
.0
～
10

0.
0 
℃
 

 

R
22
5

R
21
1

R
21
4

R
21
5

R
21
6

R
2 
(1
)オ

ン
 /オ

フ
切
替
 

 of
f、

on

R
22
1

R
2 
(2
)オ

ン
 /オ

フ
切
替
 

 of
f、

on

警
報
O
N
ポ
イ
ン
ト
入
力
 

 測
定
レ
ン
ジ
全
体
 R
21
2

警
報
O
FF

ポ
イ
ン
ト
入
力
 

 測
定
レ
ン
ジ
全
体
 R
21
3

オ
ン
遅
延
時
間
 

 0～
20
00
秒
 

オ
フ
遅
延
時
間
 

 0～
20
00
秒
 

ア
ラ
ー
ム
閾
値
 

（
絶
対
値
と
し
て
）
 

 測
定
レ
ン
ジ
全
体
 R
22
6

ア
ラ
ー
ム
閾
値
 

（
絶
対
値
と
し
て
）
 

 -3
5.
0～

25
0.
0℃

 

R
22
7

警
報
接
点
の
仕
様
表
示
 

 M
A
X
、
M
IN

R
21
7

警
報
接
点
の
仕
様
表
示
 

 M
A
X
、
M
IN

オ
フ
遅
延
時
間
 

 0～
20
00
秒
 

R
22
4

オ
ン
遅
延
時
間
 

 0～
20
00
秒
 

温
度
警
報
O
N
ポ
イ
ン
ト
 

入
力
 

 -3
5.
0～

25
0.
0℃

 

R
22
2

R
22
3

温
度
警
報
O
FF

ポ
イ
ン
ト
 

入
力
 

 -3
5.
0～

25
0.
0℃

 

R
2 
(3
)オ

ン
 /オ

フ
切
替
 

 of
f、

on
、
B
as
ic
、
P
ID
+B

R
23
1

R
2 
(4
)オ

ン
 /オ

フ
切
替
 

 of
f、

on

R
24
1

設
定
点
の
入
力
 

 測
定
レ
ン
ジ
全
体
 R
23
2

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ゲ
イ
ン
 

K
pの

入
力
 

 0.
01
～
20
.0
0

R
23
3

積
分
時
間
Tn
の
入
力
 

（
0.
0＝

I要
素
な
し
）
 

 0.
0～

99
9.
9分

 

R
23
4

微
分
時
間
Tv
の
入
力
 

（
0.
0＝

D
要
素
な
し
）
 

 0.
0～

99
9.
9分

 

R
23
5

制
御
特
性
の
選
択
 

 di
r＝

正
 

in
v＝

逆
 

R
23
6

パ
ル
ス
幅
 / 
パ
ル
ス
 

周
波
数
の
選
択
 

 le
n＝

パ
ル
ス
幅
 

fre
q＝

パ
ル
ス
周
波
数
 

R
23
7

パ
ル
ス
間
隔
の
入
力
 

  0.
5～

99
9.
9秒

 

R
23
8

最
大
パ
ル
ス
周
波
数
の
 

入
力
 

 60
～
18
0 
1/
分
 

R
23
9

最
小
オ
ン
時
間
to
nの

 
入
力
 

 0.
1～

5.
0秒

 

R
23
10

基
本
負
荷
の
設
定
 

  0～
40
％
 

R
23
11

す
す
ぎ
時
間
 

 0～
99
9秒

 

R
24
2

休
止
時
間
 

 1～
72
00
分
 

R
24
3

最
小
休
止
時
間
 

 1～
36
00
分
 

R
24
4

R
2 
(5
)オ

ン
 /オ

フ
切
替
 

 of
f、

on

R
25
1

開
始
パ
ル
ス
の
タ
イ
プ
選
択
 

 in
t＝

内
部
 

　
　
　
　
　
i+
st
p＝

内
部
 

ex
t＝

外
部
（
外
部
入
力
２
）
　
　
　
外
部
に
よ
り
取
消
 

i+
ex
t＝

内
部
＋
外
部
 

R
25
2

前
す
す
ぎ
時
間
 

 0～
99
9秒

 

R
25
3

洗
浄
時
間
 

 0～
99
9秒

 

R
25
4

後
す
す
ぎ
時
間
 

 0～
99
9秒

 

R
25
5

反
復
サ
イ
ク
ル
 

 0～
5

R
25
6

休
止
時
間
 

 1～
72
00
分
 

最
小
休
止
時
間
 

 1～
R
25
7で

の
設
定
 

時
間
 

R
25
7

R
25
8

エ
コ
ノ
ミ
ー
洗
浄
の
 

回
数
 

 0～
9

R
25
9

メニュー構造



濁度計変換器リキシスM

91エンドレスハウザー ジャパン

S

S
1

S
2

E
11
1

S
4

S
5

S
6

S
7

S
8

S
10

IE

I1

S
9

機
能
グ
ル
ー
プ
 

サ
ー
ビ
ス
 

言
語
の
選
択
 

 E
N
G
、
G
E
R
、
IT
A
、
 

FR
A
、
E
S
P
、
N
E
L

ホ
ー
ル
ド
設
定
 

 no
ne
＝
ホ
ー
ル
ド
な
し
　
S
et
up
＝
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
時
 

s+
c＝

セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
、
校
正
時
 

C
A
L＝

校
正
時
 

手
動
ホ
ー
ル
ド
 

 of
f 

on

S
3

ホ
ー
ル
ド
遅
延
時
間
 

 0～
99
9秒

 

S
W
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
 

リ
リ
ー
ス
コ
ー
ド
入
力
 

（
pl
us
パ
ッ
ケ
ー
ジ
）
 

 00
00
～
99
99

S
W
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
 

リ
リ
ー
ス
コ
ー
ド
入
力
 

（
ケ
モ
ク
リ
ー
ン
）
 

 00
00
～
99
99

仕
様
コ
ー
ド
の
表
示
 

シ
リ
ア
ル
番
号
の
表
示
 

変
換
器
リ
セ
ッ
ト
 

（
工
場
初
期
値
）
 

 no
 

S
en
s＝

セ
ン
サ
デ
ー
タ
リ
セ
ッ
ト
 

Fa
ct
y＝

工
場
設
定
値
に
リ
セ
ッ
ト
 

変
換
器
テ
ス
ト
の
実
行
 

 no
 

D
is
pl
＝
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
 

　
　
　
テ
ス
ト
 

機
能
グ
ル
ー
プ
 

E
+H

サ
ー
ビ
ス
 

機
能
グ
ル
ー
プ
 

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
 

ア
ド
レ
ス
の
入
力
 

 H
A
R
T：

0～
15
 

プ
ロ
フ
ィ
バ
ス
：
1～

12
6

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
 

バ
ー
ジ
ョ
ン
の
表
示
 

E
11
2

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
 

バ
ー
ジ
ョ
ン
の
表
示
 

シ
リ
ア
ル
番
号
の
表
示
 

E
11
3

E
12
1

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
 

バ
ー
ジ
ョ
ン
の
表
示
 

E
12
2

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
 

バ
ー
ジ
ョ
ン
の
表
示
 

シ
リ
ア
ル
番
号
の
表
示
 

E
12
3

E
13
1

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
 

バ
ー
ジ
ョ
ン
の
表
示
 

E
13
2

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
 

バ
ー
ジ
ョ
ン
の
表
示
 

シ
リ
ア
ル
番
号
の
表
示
 

E
13
3

E
14
1

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
 

バ
ー
ジ
ョ
ン
の
表
示
 

E
14
2

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
 

バ
ー
ジ
ョ
ン
の
表
示
 

シ
リ
ア
ル
番
号
の
表
示
 

E
14
3

モ
ジ
ュ
ー
ル
の
選
択
 

 R
el
ay
＝
 

リ
レ
ー
モ
ジ
ュ
ー
ル
 

E
1 
(4
) 

     M
ai
nB

＝
 

電
源
ボ
ー
ド
 

E
1 
(3
) 

     T
ra
ns
＝
 

変
換
モ
ジ
ュ
ー
ル
 

E
1 
(2
) 

     C
on
tr
＝
 

セ
ン
ト
ラ
ル
モ
ジ
ュ
ー
ル
 

E
1 
(1
) 

  
E
11

K

K
1

K
5

K
6

K
7

K
8

機
能
グ
ル
ー
プ
 

濃
度
 

表
示
の
計
算
に
使
用
す
る
 

濃
度
曲
線
の
選
択
 

 1～
4

入
力
ポ
イ
ン
ト
の
決
定
 

 1～
10

K
4

入
力
ポ
イ
ン
ト
の
選
択
 

 1～
K
4で

の
設
定
値
 

as
ig
n

濁
度
値
の
入
力
 

 測
定
レ
ン
ジ
全
体
 

濃
度
値
の
入
力
 

 測
定
レ
ン
ジ
全
体
 

テ
ー
ブ
ル
ス
テ
ー
タ
ス
 

ok
? 

 ye
s、

no

K
3

編
集
す
る
濃
度
テ
ー
ブ
ル
 

の
選
択
 

 of
f 

on

K
2

テ
ー
ブ
ル
オ
プ
シ
ョ
ン
の
 

選
択
 

 re
ad
 

ed
it

モ
ジ
ュ
ー
ル
名
の
表
示
 

E
11
4

モ
ジ
ュ
ー
ル
名
の
表
示
 

E
12
4

モ
ジ
ュ
ー
ル
名
の
表
示
 

E
13
4

モ
ジ
ュ
ー
ル
名
の
表
示
 

E
14
4

I2

タ
グ
の
表
示
 

  

メニュー構造
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オリジナル液 
（サンプル原液） 校正液2

測定モード 

“校正”機能グループ 
CALIBRAT

校正ステータスの表示 
o.k. 
E xxx

校正液の 
準備 

校正液1の 
濃度を入力 

コード“22”を入力 

オリジナル液：水 
＝1：9

スパン3点校正 

10%

33%

100%

校正液 1

校正液 2

オリジナル液 

濃度分析 

オリジナル液の 
正確な濃度を 

入力 

校正 
Corr

付録 〔リキシスM Turbi　簡易校正マニュアル１〕 
スパン3点校正 

測定モード 

コード"22"

オリジナル液の 
濃度を入力 

校正液2の 
濃度を入力 

校正ステータスの 
表示 

o.k.、E xxx

オリジナル液：水 
＝1：2

10%

33%100%

校正液1

CAL

CAL

CAL

CAL

CAL

CAL

CAL

CAL

＋ 

CAL

CAL

CAL

CAL

3点校正 
3-Pt

CAL

校正結果の保存 
yes、no、new

CAL

校正結果の保存 
yes、no、new

校正終了後、校正液1、2、3にセンサを浸し、再現性をご確認ください。 

CAL

＊ ＊オリジナル液の 
　濃度が既知でな 
　い場合、およそ 
　の濃度を入力し、 
　３点校正後濃度 
　分析結果をもと 
　にコレクト校正 
　してください。 
 

３点校正の補正 

付録
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測定値の補正 

コード“22”を入力 

分析値を入力 

センサはサンプル液中 センサはゼロ水中 

 

分析値 

ゼロ点補正 
（低濁度測定時の乱反射補正） 
 スパン1点補正 

分析値を測定して 
ください。 

ゼロ点補正　 "Refl"スパン1点補正　 "1-Pt"

測定モード 

付録 〔リキシスM Turbi　簡易校正マニュアル２〕 
測定値の補正 

CAL

CAL

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

CAL

校正ステータスの表示（o.k.またはE xxx） 

CAL

校正結果の保存（yes、no、new） 

CAL

測定モードへ復帰 

CAL

付録
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F090007 

750FNU  

 

 

 

 

 

 

Tel  

 

 

1 750FNU 750FNU=500 /  

750FNU  
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F090008 

750FNU  

 

 

 

 

 

 

Tel  

 

 

1 750FNU 750FNU=500 /  



BA200C/33/JA/03.07
BA176C/33/JA/08.07
BA177C/33/JA/08.02
STAR

08.10 / マ－コムグル－プ


